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3月20日、総合文化センターで中央公民館事業の酒田マリーンジュニア合唱団（団員 小中学生32人）の定期演奏会が行われました。
女声合唱団酒田しおさいとの合同合唱など全19曲を披露し、澄んだ歌声が会場に響き渡りました。
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新
し
い
市
役
所

　
本
市
で
は
、
平
成
23
年
11
月
か
ら
、

新
庁
舎
の
基
本
設
計
お
よ
び
実
施
設
計

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
平
成
25
年
度
か

ら
建
設
が
始
ま
り
ま
す
の
で
、
そ
の
概

要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
防
災
拠
点
と
な
る
「
安
全
・
安
心
」

　
新
庁
舎
は
免
震
構
造
と
し
、
停
電
時

に
電
力
を
供
給
す
る
非
常
用
発
電
機
を

設
置
し
ま
す
。

●
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

　
総
合
案
内
や
分
か
り
や
す
い
案
内
版

を
設
置
し
、
車
い
す
利
用
者
や
高
齢
者

に
も
配
慮
し
た
窓
口
カ
ウ
ン
タ
ー
に
し

ま
す
。

●「
街
歩
き
」の
拠
点
と
し
て

　
中
心
商
店
街
と
観
光
施
設
を
結
ぶ
拠

点
と
し
て
、
に
ぎ
わ
い
交
流
ス
ペ
ー
ス

を
配
置
し
ま
す
。

●
地
球
に
や
さ
し
い
庁
舎

　
太
陽
光
発
電
や
地
下
水
、
地
中
熱
を

利
用
し
て
冷
暖
房
に
活
用
す
る
こ
と
で

環
境
負
荷
の
低
減
を
図
り
ま
す
。

●
景
観
に
調
和
し
た
デ
ザ
イ
ン

　
歴
史
文
化
的
景
観
と
の
調
和
に
配
慮

し
た
外
観
と
し
、
庄
内
の
田
園
風
景
や

刺
し
子
な
ど
の
モ
チ
ー
フ
を
取
り
入
れ

た
内
装
に
し
ま
す
。

コ
ン
セ
プ
ト
（
概
念
）

新庁舎の設計概要をお知らせします
歴史や風土を紡ぎ、街に開き、未来へつなぐ「新しい市役所」

特集

●お問い合わせ
　市政策推進課新庁舎建設室 T26‐6250市民会館

旧鐙屋

新庁舎

現庁舎

駐車場

駐車場

バス停

バ
ス
停

み
ど
り
の
み
ち

▲外観イメージ（敷地北東より）
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主
な
特
徴

　
新
た
な
機
能
と
し
て
、
防
災
拠
点
、

中
心
商
店
街
と
周
辺
観
光
施
設
に
人
の

流
れ
を
作
る
拠
点
、
市
民
活
動
の
拠
点

と
し
て
の
３
つ
の
機
能
を
併
せ
持
つ
庁

舎
と
し
て
整
備
し
ま
す
。

　
新
庁
舎
は
本
市
特
有
の
冬
季
の
北
西

風
か
ら
広
場
や
駐
車
場
な
ど
を
守
る
た

め
、
建
物
を
西
側
に
配
置
し
ま
す
。

　
階
数
は
地
上
８
階
、
地
下
１
階
で
す
。

　
フ
ロ
ア
構
成
は
１
階
お
よ
び
２
階
に

市
民
が
集
う
ス
ペ
ー
ス
と
窓
口
部
門
、

３
階
に
議
場
な
ど
、
４
階
か
ら
７
階
に

各
課
の
執
務
空
間
、
８
階
に
機
械
室
を

配
置
し
ま
す
。

　
大
地
震
な
ど
の
災
害
時
に
お
い
て
も

庁
舎
機
能
を
継
続
さ
せ
る
た
め
、
損
傷

可
能
性
が
小
さ
い
免
震
構
造
と
し
ま
す
。

　
免
震
構
造
は
、
建
物
を
支
え
る
基
礎

部
分
に
設
置
し
た
免
震
装
置
が
動
く
こ

と
で
地
震
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
吸
収
し
、
被

害
を
最
小
限
に
抑
え
ま
す

建
物
は
西
側
に
配
置

市
民
利
用
が
多
い
部
門
を

低
層
階
に
配
置

基
礎
に
免
震
構
造
を
採
用

新庁舎概要 財　　源

【住　　所】本町二丁目2-45

【敷地面積】約8,290平方㍍

【建築面積】約2,800平方㍍

【延床面積】約14,830平方㍍

【階　　数】地上8階、地下1階

【建物高さ】約40㍍

【構　　造】鉄筋コンクリート造、基礎免震構造

【事 業 費】¡庁舎本体　約55億円（解体含む）

　　　　　 ¡外構緑化　約1億4,000万円

　新庁舎の本体工事費約55億円（解体含む）

の特定財源は、合併特例債（充当率95㌫・

交付税措置70㌫）と社会資本整備総合交付

金（暮らし・にぎわい再生事業）を活用します。

　これにより、本体工事費に係る市の実質の

負担は約18億円になります。

▲1階平面図

新庁舎の設計の概要を
お知らせします

特集

1期工事

エレベーター

来庁者用
駐車場エレベーター

2期工事

駐車場
入口
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新庁舎 の機能

　これまで本庁舎、中町庁舎

などで行っていた窓口業務を

新庁舎に集約します。また市

民利用の多い部門を1階および

2階にまとめて配置することで、

来庁者がなるべく1か所で用事

を済ませることができるサービ

ス（ワンストップサービス）を実現します。

　窓口の混雑緩和とプライバシー保護を目的として、来庁者の多い市

民課の窓口に電子表示による窓口システムを導入し、受け付けや呼び

出しを行います。

　市議会議場は多くの方が傍聴しやすいように低層階の3階に配置し

ます。

　太陽光発電や地中熱、地下水を利用した冷暖房システムなどにより環境負

荷の低減を図るなど、環境に配慮した設計としています。

環境にやさしい

プライバシ　ーに配慮

市民に使いやすく

災害時　に迅速に機能

新庁舎は、行政の拠点 としての役割に加え、市民

のよりどころとなる開 かれた庁舎を目指します。

▲1階待合

　1階、2階に設置する「にぎわい交流

スペース」は市民の集いの場として開

放し、観光やイベント、行政や災害情

報を発信します。また市民のための便

利で有益な機能として、多目的スペース

を1階北側に設けます。各階には、障が

い者や乳幼児連れなど、誰もが利用し

やすい※オストメイト対応の「多目的トイ

レ」を設置します。
※事故や排泄障がいにより、人工肛門や人工

膀
ぼうこう

胱を備えた方。

利用する人にやさしく

▲窓口カウンター

▲にぎわい交流スペース

帯水層
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新庁舎 の機能

　万一の津波被害に

配慮し、電気室や非常

用発電機室などを最

上階に配置しました。

　災害発生時は、4階

にある危機管理課に

隣接した災害対策本部

（庁議室）に関係者が

すぐに参集し、市長の

指揮命令の下、迅速

な災害対応を可能とし

ます。

　現在の庁舎は昭和39年に建設され、築後48年が経過し庁舎本体や機器などの老朽

化が進んでいます。平成18年度に実施した耐震診断では、震度6弱の地震で大破や倒

壊の可能性があると判定されました。

　7月からの新庁舎建設に伴い、正面駐

車場が利用できなくなるため、4月から先

行して庁舎東側駐車場の拡張工事を行い

ます。工事期間中、ご迷惑をお掛けしま

すがご理解とご協力をお願いします。

期間／4月～6月
—市管財課管理係 T26‐5709

日時／4月14日㈰午後1時30分～
場所／希望ホール小ホール
対象／どなたでも
申し込み／当日会場へ
—市政策推進課新庁舎建設室
　T26‐6250

　建設工事は4月から始まります。外構工事を含め完成年度は平成28年度を予定してい

ます。

■建築工事など
¡4月～6月（庁舎東側駐車場工事）
¡7月～平成26年12月［1期工事］現駐車場西側に8階建ての高層部を建築（8階は機械室）
¡平成27年１月～平成27年5月（現庁舎解体） 
¡平成27年3月～平成28年7月［2期工事］南側に3階建ての低層部を建築
■その他工事
¡平成28年6月～10月（外構工事）

◎今後のスケジュール

◎庁舎東側駐車場の整備 ◎新庁舎の設計概要
　説明会

◎これまでの検討経過

平成17年11月 1市3町合併後に策定した新市総合計画の中に庁舎の改築が盛り込ま
れました。

平成22年4月 庁舎改築に向けて具体的に検討を開始。庁舎改築を進めるに当たっ
ては、新庁舎整備の方向性を総合的に判断する必要があったことから、
市内の各種団体や組織の代表者などからなる「酒田市庁舎あり方委員
会」や市議会の「市庁舎あり方検討特別委員会」において活発な議
論をいただきました。

平成23年9月 「酒田市庁舎改築計画基本構想」を策定。この基本構想を基に基本
設計および実施設計を行ってきました。

平成24年1月 第1回市民ワークショップ（プロポーザル提案内容説明）

平成24年3月 第2回市民ワークショップ（防災機能・バリアフリー）

平成24年5月 第3回市民ワークショップ（市民協働・窓口機能）

平成24年7月 第4回市民ワークショップ（これまでの意見の反映状況説明・最終意見
集約）

◆基本設計の策定に当たっては、市民意見を設計に取り入れるため、
全4回の「市民ワークショップ」を開催し、出された意見や提言を反映
させながら設計を行いました。

　各窓口には、パーテー

ションを設け、プライ

バシーに配慮します。

また個別相談に対応す

るため、市民のための

相談室を設置します。

　その他、情報漏えい

を防止するため、職員

などの個人認証、防犯

カメラなどの導入によ

り庁舎内のセキュリティ

を強化します。

プライバシ　ーに配慮

災害時　に迅速に機能

新庁舎の設計の概要を
お知らせします

特集

新庁舎は、行政の拠点 としての役割に加え、市民

のよりどころとなる開 かれた庁舎を目指します。
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●酒田市役所 T22-5111　●八幡総合支所 T64-3111　●松山総合支所 T62-2611　●平田総合支所 T52-3111

●
未
熟
児
養
育
医
療

対
象
／
医
師
が
入
院
養
育
が
必
要
と
認

め
る
未
熟
児
（
出
生
時
体
重
２
千
㌘
以

下
）
な
ど
▼
医
療
機
関
／
指
定
養
育
医

療
機
関
▼
助
成
内
容
／
入
院
医
療
費
の

う
ち
、
保
険
適
用
後
の
自
己
負
担
額
お

よ
び
入
院
時
食
事
療
養
費
の
自
己
負
担

額
▼
申
請
／
必
要
書
類
を
添
え
て
市
役

所
１
階
子
育
て
支
援
課
へ

●
育
成
医
療

対
象
／
身
体
障
害
者
手
帳
の
基
準
と
同

等
の
障
が
い
の
あ
る
18
歳
未
満
の
児
童

▼
対
象
と
な
る
主
な
医
療
／
口
蓋
裂
等

形
成
術
、
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
植
込
術
、

関
節
置
換
術
な
ど
▼
助
成
内
容
／
当
該

障
が
い
、
ま
た
は
疾
患
に
か
か
る
医
療

費
を
世
帯
の
所
得
に
応
じ
て
公
費
負
担

▼
申
請
／
必
要
書
類
を
添
え
て
市
役
所

１
階
福
祉
課
へ

◆
手
続
き
の
内
容
や
必
要
書
類
な
ど
詳

し
く
は
各
課
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

対象
市内に住所を有する
0歳～小学3年生

市内に住所を有する
小学4年～6年生および中学生

所得制限 無し

自己負担額 入院時の食事代および保険適用外分など

助成方法

通院および入院費に助成
◆医療機関で受診の際、健康保険証と子育
て支援医療証を提示することで、窓口での
医療費が無料になります。

入院費のみに助成
◆入院するなどの際に申請して医療証の交
付を受け、医療機関で健康保険証と子育て
支援医療証を提示することで、窓口での入
院費が無料になります。

手続きに
必要なもの

¡対象者の健康保険証
¡転入などの場合は健康保険証の被保険者※1の源泉徴収票、所得証明書等（申請月、誕生
月によって確認する年が異なりますので問い合わせてください）
¡健康保険証の被保険者が平成17年11月1日以降、本市に住所登録をしたことがない場合
は、被保険者の住民票の写し※2

※1 国民健康保険の場合は、対象者を地方税または所得税法上扶養している方。
※2 住所登録の都合上、医療証は後日送付します。

医療証の
有効期間

申請した月の1日（新生児は出生日）～誕生
月（月の1日生まれは誕生月の前月）の末日
（小学3年生は9歳に達した日以後の3月31日
まで）

申請した月の1日～誕生月（月の1日生まれ
は誕生月の前月）の末日（小学6年生は12歳
に、中学3年生は15歳に達した日以後の3月
31日まで）

医療証の
更新

毎年
◆誕生月の中旬に更新案内を郵送します。

医療証が必要（入院するなど）なとき

　
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ

と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
と
し
て
、
子

育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図

る
た
め
、
４
月
１
日
か
ら
子
育
て
支
援

医
療
の
通
院
費
無
料
の
対
象
を
小
学
３

年
生
ま
で
拡
充
し
ま
す
。

申
請
手
続
き
が
必
要
で
す

　
対
象
と
な
る
小
学
１
年
～
３
年
生
の

家
庭
に
は
、
申
請
手
続
き
の
案
内
を
４

月
上
旬
に
送
付
し
ま
す
の
で
、
市
役
所

１
階
子
育
て
支
援
課
ま
た
は
各
総
合
支

所
市
民
福
祉
課
で
早
め
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　
４
月
中
に
手
続
き
を
し
た
場
合
は
、

４
月
１
日
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
医
療
費

が
無
料
に
な
り
ま
す
。
５
月
以
降
に
申

請
し
た
場
合
は
、
申
請
し
た
月
の
１
日

か
ら
適
用
と
な
り
ま
す
。

◆
重
度
心
身
障
が
い（
児
）者
医
療
証
が

交
付
さ
れ
て
い
る
小
学
２
年
〜
３
年
生

の
方
は
、切
り
替
え
の
申
請
が
必
要
で
す
。

◆
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
証
が
交
付
さ

れ
て
い
る
家
庭
の
小
学
１
年
生
の
方
に

は
医
療
証
を
送
付
し
ま
す
。
小
学
２
年

〜
３
年
生
の
方
は
、
現
在
の
医
療
証
を

そ
の
ま
ま
使
用
で
き
ま
す
。

早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

「
子
育
て
支
援
医
療
証
」で
小
学
３
年
生
ま
で
医
療
費
無
料

●
お
問
い
合
わ
せ
／
子
育
て
支
援
課
こ
ど
も
育
成
係 

☎
2
6
‐
5
7
3
4
、各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
市
民
係

◎子育て支援医療制度の概要（平成25年4月1日～）

４
月
１
日
か
ら

未
熟
児
養
育
医
療
・

育
成
医
療
の
窓
口
が

県
か
ら
市
に
変
わ
り
ま
す

●�

お
問
い
合
わ
せ
／【
未
熟
児
養
育
医
療
】市

子
育
て
支
援
課
こ
ど
も
育
成
係 

☎
2
6
‐

5
7
3
4 

【
育
成
医
療
】市
福
祉
課
障
が

い
福
祉
係 

☎
2
6
‐
5
7
3
3



7 ● ［酒田市広報］私の街さかた 2013.4.1

市政ピックアップPICK UP!!

時
間
を
避
け
て
、
９
日
㈫
午
前
９
時
か

ら
実
施
し
ま
す
。

日
時
／
毎
月
第
２
火
曜
日
の
午
前
10
時

〜
▼
試
験
対
象
局
／
市
内
に
設
置
さ
れ

て
い
る
全
て
の
防
災
行
政
無
線
屋
外
拡

声
子
局
（
１
３
６
局
）
と
戸
別
受
信

機
▼
内
容
／
試
験
は
緊
急
一
斉
放
送
と

し
て
最
大
音
量
で
放
送
さ
れ
ま
す
。
最

初
に
市
役
所
か
ら
の
試
験
放
送
が
流
れ
、

続
い
て
消
防
本
部
か
ら
の
放
送
が
流
れ

ま
す

◆
音
が
出
て
い
な
い
な
ど
の
不
具
合
が

あ
る
場
合
は
、
市
危
機
管
理
課
ま
た
は

各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
へ
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

◎
市
民
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
配
布

し
ま
し
た

「
市
民
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
（
改
定

版
）」「
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を

作
成
し
、
各
戸
に
配
布
し
ま
し
た
。

地
震
や
津
波
、
風
水
害
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
災
害
が
発
生
し
た
際
の
対
策
や

日
頃
の
備
え

な
ど
に
活
用

し
て
く
だ
さ

い
。

　
市
で
は
津
波
対
策
と
し
て
、
新
た
に

防
災
行
政
無
線
屋
外
拡
声
子
局
を
19
か

所
に
設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
既
存
局
８

か
所
を
改
良
し
ま
し
た
。

【
新
設
子
局
（
場
所
）】

宮
海
（
自
治
会
館
）、
上
市
神
（
自
治

会
館
）、
下
市
神
（
山
の
神
境
内
）、
北

港
（
共
同
火
力
近
く
）、
豊
里
（
豊
里

公
園
）、
古
湊
町
（
自
治
会
館
向
か
い
）、

高
砂
（
自
治
会
館
）、
ゆ
た
か
（
泉
学

区
コ
ミ
セ
ン
）、
光
ケ
丘
（
光
ケ
丘
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
駐
車
場
）、
大
浜
（
消
防

署
西
分
署
）、
新
橋
（
新
橋
公
園
）、
末

広
町
（
市
水
道
局
）、
千
石
町
（
西
川

原
北
公
園
）、
若
竹
町
（
港
南
公
園
）、

若
原
町
（
若
原
公
園
）、
両
羽
町
（
両

羽
公
園
）、
宮
野
浦
（
三
丁
目
自
治
会

館
）、
飯
森
山
（
飯
森
山
公
園
前
県
道

付
近
）、
錦
町
（
錦
町
あ
か
ね
公
園
）

毎
月
第
２
火
曜
日
に
試
験
放
送

　
防
災
行
政
無
線
の
通
信
状
況
を
確
認

し
、
災
害
時
の
放
送
を
確
実
に
伝
え
る

た
め
、
他
の
既
存
局
と
併
せ
て
次
の
通

り
試
験
放
送
が
行
わ
れ
ま
す
。
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
４
月
は
小
学
校
入
学
式
の

  

平
田
小
学
校
校
歌作

詞
・
作
曲 

木
島
由
美
子

空
に
そ
び
え
る
鳥
海
い
つ
も
ぼ
く
ら
を
見
守
っ
て
る

耳
を
澄
ま
せ
ば
聞
こ
え
る
強
く
優
し
い
そ
の
声
が

み
ん
な
希
望
の
こ
ど
も

学
べ
遊
べ
歌
え

希
望
は
高
く
天
ま
で
届
け

あ
の
山
の
よ
う
に

見
渡
す
限
り
稲
穂
を
な
で
て
金
色
風
が
吹
く

両
手
を
広
げ
青
空
き
み
と
い
っ
し
ょ
に
深
呼
吸

み
ん
な
未
来
の
こ
ど
も

学
べ
遊
べ
歌
え

未
来
へ
ま
っ
す
ぐ
駆
け
上
が
ろ
う

あ
の
風
の
よ
う
に

夕
焼
け
空
の
日
本
海
海
の
向
こ
う
何
が
あ
る

夕
日
の
あ
と
に
星
た
ち
空
の
向
こ
う
に
何
が
あ
る

み
ん
な
世
界
の
こ
ど
も

学
べ
遊
べ
歌
え

世
界
は
ぼ
く
ら
を
待
っ
て
い
る

あ
の
海
の
よ
う
に

　
東
平
田
小
、
中
平
田
小
お
よ
び
北
平

田
小
が
統
合
し
、
平
田
小
学
校
と
し
て

開
校
し
ま
す
。
開
校
式
は
４
月
５
日
㈮

に
同
校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
校
歌
は
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
合
唱
、
バ

レ
エ
音
楽
、
劇
音
楽
の
作
曲
な
ど
多
方

面
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
山
形
市
在
住
の

音
楽
家 

木
島
由
美
子
氏
の
作
詞
・
作

曲
に
よ
る
も
の
で
す
。
わ
く
わ
く
す
る

よ
う
な
、
元
気
に
な
れ
る
メ
ロ
デ
ィ
と

山
と
風
と
海
に
託
し
た
歌
詞
に
子
ど
も

た
ち
の
健
や
か
な
成
長
と
明
る
い
未
来

へ
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
校
章
は
本
市
出
身
の
画
家 

佐
藤
真
生

氏
の
制
作
で
す
。
緩
や
か
な
三
角
形

に
３
つ
の
学
校
と
地
区
を
表
現
し
た
稲

穂
を
あ
し
ら
い
、
ひ
ら
た
の
「
ひ
」
と

小
学
校
の
「
小
」
の
字
を
組
み
合
わ
せ
、

テ
ー
マ
で
あ
る
「
今
日
は
ど
ん
な
顔
に

見
え
る
か
な
」
を
表
現
。
単
な
る
シ
ン

ボ
ル
で
は
な
く
、
児
童
の
気
持
ち
を
映

す
鏡
と
し
て
の
役
割
を
持
っ
て
ほ
し
い

と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
校
舎
の
改
修
や
通
学
方
法
な
ど
も
整

い
新
し
い
小
学
校
が
歩
み
だ
し
ま
す
。

地
域
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
こ
れ
ま
で

同
様
の
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
田
小
学
校
が
開
校
し
ま
す

●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
教
育
委
員
会
管
理
課
学
区
改
編
推
進
室 

☎
2
6
‐
5
6
2
7

新
た
に
防
災
行
政
無
線
を

設
置
し
ま
し
た

●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
危
機
管
理
課
危
機
管
理
係 

☎
2
6
‐
5
7
0
1

平田小学校校章
デザイン 佐藤真生氏

◆本紙28㌻で紹介しています。
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市
で
は
、
平
成
24
年
12
月
28
日
を
も

っ
て
災
害
廃
棄
物
の
受
け
入
れ
を
終
了

し
ま
し
た
が
、
酒
田
地
区
広
域
行
政
組

合
最
終
処
分
場
（
埋
立
地
）
お
よ
び

周
辺
地
域
に
お
け
る
放
射
線
量
な
ど
の

測
定
を
継
続
し
、
安
全
性
を
確
認
し
て

い
ま
す
。
測
定
結
果
は
表
の
通
り
で
す
。

こ
の
結
果
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

公
表
し
て
い
ま
す
。

注
意
喚
起
の
情
報
に
つ
い
て

●
注
意
喚
起
情
報
を
出
す
時
の
基
準

　
測
定
値
が
午
前
５
時
～
７
時
の
１
時

間
値
の
平
均
が
85
マ
イ
ク
ロ
㌘
／
立
方

㍍
を
超
え
た
場
合
。

●
注
意
喚
起
情
報
の
伝
達
方
法

　
県
が
市
町
村
や
報
道
機
関
等
に
注
意

喚
起
の
情
報
を
発
信
し
ま
す
。
テ
レ
ビ
、

ラ
ジ
オ
、
県
や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
の
情
報
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
注
意
喚
起
の
内
容

　
注
意
喚
起
の
情
報
が
発
信
さ
れ
た
場

合
は
次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

¡
屋
外
で
の
長
時
間
の
激
し
い
運
動
や

外
出
を
控
え
る

¡
屋
内
に
お
い
て
も
換
気
や
窓
の
開
閉

を
必
要
最
小
限
に
す
る

¡
外
出
す
る
と
き
は
マ
ス
ク
を
着
用
す

る¡
呼
吸
器
系
や
循
環
器
系
の
疾
患
を
有

す
る
方
、
小
児
、
高
齢
者
な
ど
は
、
体

調
の
変
化
に
注
意
し
て
行
動
す
る

　
中
国
で
の
Ｐ

※

Ｍ
２
・
５
に
よ
る
大
気

汚
染
等
に
よ
り
、
日
本
国
内
で
も
Ｐ
Ｍ

２
・
５
濃
度
の
上
昇
が
観
測
さ
れ
て
い

ま
す
。
山
形
県
で
は
11
か
所
（
本
市
内

で
は
光
ケ
丘
局
）
で
Ｐ
Ｍ
２
・
５
の
観

測
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
測
定
結
果
は

山
形
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
さ
れ
て

お
り
、
現
在
の
状
況
を
常
時
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
山
形
県
環
境
大
気
監
視
測
定
結
果
ア

ド
レ
ス
】 http://w

w
w
.pref.yam

agata.

jp/taiki/TaikiList0
1.htm

l

◆
酒
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
ペ

ー
ジ
「
お
知
ら
せ
」
か
ら
も
確
認
で
き

ま
す
。

※
Ｐ
Ｍ
２
・
５
／
大
気
中
に
浮
遊
す
る

直
径
２
・
５
マ
イ
ク
ロ
㍍
（
２
・
５
ミ

リ
㍍
の
千
分
の
１
の
大
き
さ
）
以
下
の

粒
子
状
物
質
。
粒
径
が
小
さ
い
た
め
、

肺
の
奥
ま
で
入
り
や
す
く
、
肺
が
ん
、

呼
吸
器
系
お
よ
び
循
環
器
系
へ
影
響
を

与
え
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｐピ

ー

エ

ムＭ
２
・
５（
微
小
粒
子
状
物
質
）に

関
す
る
情
報

●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
環
境
衛
生
課
環
境
保
全
係 

☎
3
1
‐
0
9
3
3

災
害
廃
棄
物
の
処
理
に
関

す
る
測
定
結
果
に
つ
い
て

●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
環
境
衛
生
課

管
理
係 

☎
3
1
‐
0
9
3
3

１．最終処分場における測定結果
⑴　地下水、放流水の放射性物質濃度 単位：ベクレル／リットル
月日 測定地点 セシウム134 セシウム137 合計 基準値

3／13

地下水上流 不検出 不検出 不検出
（セシウム134濃度÷60）＋
（セシウム137濃度÷90）≦1

地下水下流 不検出 不検出 不検出
放流水 不検出 不検出 不検出

２．最終処分場周辺地域における測定結果
空間放射線量率 単位：マイクロシーベルト／時間

測定地点（高さ1㍍） 3／5 3／21 基準値
大平公会堂 0.04 0.04 0.19以下

⑵　空間放射線量率 単位：マイクロシーベルト／時間

測定地点（高さ1㍍） 2／25 3／4 3／11 3／18 基準値
敷地境界（4地点） 0.02～0.03 0.01～0.03 0.02～0.03 0.02～0.04

0.19以下
バックグラウンド 0.03 0.02 0.03 0.04

※バックグラウンドとは、自然放射線量を示し、敷地内で災害廃棄物の影響を受けない十分に離れた地点。

　
昨
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
「
酒

田
市
暴
力
団
排
除
条
例
」
に
基
づ
き
、

市
は
次
の
よ
う
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

¡

公
共
工
事
そ
の
他
の
市
の
事
務
ま
た

は
事
業
に
よ
り
暴
力
団
に
利
益
を
も
た

ら
さ
な
い
よ
う
、
暴
力
団
員
等
を
市
が

実
施
す
る
入
札
に
参
加
さ
せ
な
い
な
ど

の
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と

¡

公
の
施
設
の
利
用
が
暴
力
団
な
ど
に

利
益
を
も
た
ら
す
と
き
は
、
利
用
の
許

可
や
承
認
を
せ
ず
、
ま
た
許
可
や
承
認

を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と

　
こ
れ
ら
を
実
行
す
る
た
め
の
具
体
的

な
方
法
に
つ
い
て
、
検
討
を
行
っ
て
き

た
結
果
、
４
月
１
日
か
ら
補
助
金
交
付

な
ど
各
種
申
請
書
な
ど
は
、
暴
力
団

排
除
条
項
を
盛
り
込
ん
だ
書
式
に
変
更

に
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
申
請
時
に
、

生
年
月
日
や
性
別
、
誓
約
書
な
ど
の
記

入
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

暴
力
団
排
除
条
項
の
導
入

に
伴
い
各
種
申
請
書
な
ど

の
様
式
が
変
更
さ
れ
ま
す

●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

市
民
相
談
室 

☎
2
6
‐
5
7
2
6
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㌫
【
10
年
固
定
金
利
】
０
・
１
㌫
▼
利

子
補
給
期
間
／
固
定
金
利
の
期
間
▼
定

員
／
先
着
20
戸

地
域
材
利
活
用
普
及
事
業

　
市
内
の
施
工
業
者
に
よ
る
住
宅
工
事

な
ど
で
利
用
す
る
地
域
材
の
購
入
経
費

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
工
事
に
着
手

す
る
前
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

対
象
工
事
／
個
人
住
宅
等
の
新
築
、
改

築･

増
築･

修
繕･

耐
震
工
事
・
模
様
替

え
を
市
内
に
住
所
お
よ
び
事
務
所
を
有

す
る
施
工
業
者
に
依
頼
す
る
工
事
▼
対

象
／
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
対
象
住
宅

等
を
所
有
し
、
申
請
日
現
在
で
市
税
等

の
滞
納
が
な
い
方
▼
補
助
金
額
／
市
内

の
山
林
か
ら
伐
採
さ
れ
た
材
料
の
購
入

費
用
の
２
分
の
１
以
内
で
上
限
10
万
円

（
１
千
円
未
満
の
金
額
は
切
り
捨
て
）

●
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
や
薪
ス
ト
ー
ブ

等
に
関
す
る
補
助
事
業

　
山
形
県
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設

備
導
入
事
業
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
山
形
県
環
境
企
画
課
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
推
進
担
当 

☎
０
２
３
‐
６
３
０
‐

２
３
３
６
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
申
し
込
み
は
４
月
５
日
㈮
か
ら
市
役

所
３
階
農
林
水
産
課
水
産
林
務
係
で
先

着
順
に
受
け
付
け
、
定
員
・
予
算
額
に

達
し
た
時
点
で
締
め
切
り
ま
す
。

　
な
お
次
の
二
つ
の
事
業
の
併
用
は
で

き
ま
せ
ん
。

さ
か
た
の
家
づ
く
り
利
子
補
給

　
新
築
住
宅
の
構
造
材
に
酒
田
産
材
を

６
割
以
上
使
用
す
る
方
の
住
宅
ロ
ー
ン

に
利
子
補
給
し
ま
す
。
施
工
業
者
・
金

融
機
関
と
相
談
の
上
、
外
壁
工
事
開
始

の
40
日
前
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

対
象
／
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方 

①

市
内
に
自
ら
居
住
す
る
た
め
の
住
宅
を

新
築
す
る
方
、
ま
た
は
新
築
の
分
譲
住

宅
を
購
入
す
る
方 

②
確
実
に
償
還
で

き
る
（
融
資
は
各
取
扱
金
融
機
関
の
基

準
に
よ
り
決
定
） 

③
融
資
契
約
期
限
の

平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
取
扱
金
融
機

関
と
融
資
契
約
・
実
行
が
で
き
る
▼
対

象
住
宅
ロ
ー
ン
／
融
資
期
間
35
年
以
内
、

３
年
・
５
年
・
10
年
固
定
金
利
、
融
資

額
が
２
千
５
０
０
万
円
以
内
の
住
宅
ロ

ー
ン
（
土
地
購
入
費
を
除
く
）
▼
利
子

補
給
率
（
取
扱
金
融
機
関
に
補
給
）
／

【
３
年
・
５
年
固
定
金
利
】
年
０
・
２

◎
審
査

１
次
審
査
／
書
類
審
査
▼
２
次
審
査
／

公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
応
募
団

体
・
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
企
画
の
説
明
、

発
表
）
で
公
募
の
市
民
審
査
員
が
審
査

公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
審
査
員
募
集

日
時
／
５
月
11
日
㈯
午
後
１
時
〜
▼

場
所
／
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
▼
対
象

／
本
市
在
住
で
応
募
団
体
と
利
害
関

係
の
な
い
方
▼
定
員
／
若
干
名
（
申

し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
申

し
込
み
／
４
月
22
日
㈪
ま
で
市
公
益

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

　
公
益
活
動
の
取
り
組
み
を
応
援
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
の
協
働
に
よ
り

魅
力
あ
ふ
れ
る
酒
田
を
つ
く
っ
て
い
く

た
め
の
制
度
で
す
。
皆
さ
ん
の
ち
ょ
っ

と
し
た
「
思
い
」
や
「
ア
イ
デ
ア
」
を

形
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎
申
し
込
み

期
限
／
４
月
22
日
㈪
午
後
５
時
ま
で
▼

申
し
込
み
／
所
定
の
申
請
用
紙
と
必
要

書
類
を
交
流
ひ
ろ
ば
内
、同
セ
ン
タ
ー
へ

◆
申
請
用
紙
は
同
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
ほ

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
活
動
を
応
援
し
ま
す

公
益
活
動
支
援
補
助
金
応
募
団
体
募
集

●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
公
益
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー（
交
流
ひ
ろ
ば
内
）☎
2
6
‐
5
6
1
2

◎公益活動支援補助金

対
　
象

代表者および半数以上の構成員が市内に住所
を有し、主に市内で計画的に公益活動を実践す
る5人以上の団体・グループ（法人格の有無は問
いません）

対
象
事
業

①保健、医療または福祉の増進を図る活動 ②
社会教育の推進を図る活動 ③まちづくりの推
進を図る活動 ④学術、文化、芸術またはスポー
ツの振興を図る活動 ⑤環境の保全を図る活動 
⑥災害救援活動 ⑦地域安全活動 ⑧人権の擁護
または平和の推進を図る活動 ⑨国際協力の活
動 ⑩男女共同参画社会の形成の促進を図る活
動 ⑪子どもの健全育成を図る活動 ⑫情報化社
会の発展を図る活動 ⑬科学技術の振興を図る
活動 ⑭経済活動の活性化を図る活動 ⑮職業能
力の開発または雇用機会の拡充を支援する活
動 ⑯消費者の保護を図る活動
◆営利、宗教的または政治的な活動や他の補助
金等の交付を受けている活動、公益を害する恐
れのあるような活動は対象になりません。
◆同一事業の補助回数は3回まで。

助
成
金
額

対象経費の3分の2以内で30万円を上限として
助成
◆団体などの経常的な運営経費、食糧費などは
対象になりません。

地
域
木
材
の
利
用
拡
大
を
応
援
し
ま
す

さ
か
た
型
地
域
材
利
活
用
促
進
事
業

●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
農
林
水
産
課
水
産
林
務
係 

☎
2
6
‐
5
7
3
3
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酒
田
市
民
会
館
「
希
望
ホ
�
ル
」
開
館
10
年
記
念
事
業

希
望
ホ
�
ル
自
主
事
業
共
催
事
業

由
紀
さ
お
り
・
安
田
祥
子

 
�
う
た
が
咲
い
て
い
ま
す
�

　
由
紀
さ
お
り
、
安
田
祥
子
姉
妹
に

よ
る
優
し
い
歌
声
と
軽
快
な
お
し
ゃ

べ
り
が
楽
し
い
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

日
時
／
７
月
27
日
㈯
午
後
２
時
30
分

開
場
、
３
時
開
演

場
所
／
希
望
ホ
ー
ル

料
金（
全
席
指
定
）／
５
千
５
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト
発
売
日
／
４
月
27
日
㈯
午

前
10
時
〜
（
初
日
の
み
一
人
４
枚
ま

で
）
希
望
ホ
ー
ル
、
み
ず
ほ
八
文
字

屋
、
ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト
、
チ
ケ
ッ

ト
ぴ
あ
で
販
売

—
ノ
ー
ス
ロ
ー
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク 

☎
０
１
８
‐
８
３
３
‐
７
１
０
０

◆
参
加
申
込
書
は
希
望
ホ
ー
ル
ま
た
は

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー
に
あ
る
他
、
希
望

ホ
ー
ル
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
参
加
費
用
は
結
団
式
で
お
支
払
い
く

だ
さ
い
。
な
お
東
日
本
大
震
災
の
被
災

者
の
方
は
無
料
で
す
。

●
合
唱
団
活
動
日
時

　
練
習
場
所
は
全
て
希
望
ホ
ー
ル
で
す
。

ま
た
、
こ
の
他
に
指
揮
者
指
導
に
よ
る

練
習
会
も
あ
り
ま
す
（
日
程
調
整
中
）。

結
団
式
／
７
月
11
日
㈭
午
後
７
時
〜

定
期
練
習（
全
て
木
曜
日
）／
７
月
11
日
・

18

日
・
８
月
１
日
・
８
日
・
22

日
・
29

日
・

９
月
５
日
・
12
日
・
19
日
・
10
月
17
日
・
24

日
・
11

月
７
日
・
21

日
・
28

日
の
午
後
７

時
〜
９
時

特
別
練
習
日
時（
初
め
て「
第
九
」を
歌

う
方
が
対
象
）／
６
月
8

日
㈯
午
後
１

時
30
分
〜
3
時
30
分
、６
月
13
日
㈭
・
27

日
㈭
の
午
後
７
時
〜
９
時

全
体
練
習
／
11
月
30
日
㈯
午
後
６
時
30

分
〜
９
時
、
12
月
１
日
㈰
午
前
中
リ
ハ

ー
サ
ル

◆
公
演
の
チ
ケ
ッ
ト
販
売
な
ど
詳
し
く
は
、

今
後
発
行
さ
れ
る
本
紙
に
掲
載
し
ま
す
。

　
酒
田
の
芸
術
文
化
の
殿
堂
と
し
て
市

民
に
愛
さ
れ
て
き
た
酒
田
市
民
会
館

「
希
望
ホ
ー
ル
」
が
、
平
成
25
年
度
に

開
館
10
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　
開
館
以
来
、
毎
年
酒
田
で
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
し
、
今
年
10
回
目
の
コ
ン
サ

ー
ト
を
迎
え
る
新
日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
交
響
楽
団
の
演
奏
に
よ
り
、
市
民

の
皆
さ
ん
と
本
市
出
身
の
テ
ノ
ー
ル
歌

手 

市
原
多
朗
氏
を
は
じ
め
と
す
る
豪

華
ソ
リ
ス
ト
を
お
招
き
し
て
、
希
望
ホ

ー
ル
の
10
年
目
を
お
祝
い
し
ま
す
。

　
経
験
は
問
い
ま
せ
ん
。
希
望
ホ
ー
ル

の
ス
テ
ー
ジ
に
立
っ
て
一
緒
に「
第
九
」

を
歌
い
ま
せ
ん
か
。

●
公
演
日
程
な
ど

開
催
日
／
12
月
１
日
㈰
午
後
２
時
開
演

指
揮
／
大
友
直
人

管
弦
楽
／
新
日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

交
響
楽
団

ソ
リ
ス
ト
／
ソ
プ
ラ
ノ 

橋
本
夏
季
、

ア
ル
ト 

森
山
京
子
、
テ
ノ
ー
ル 

市
原

多
朗
（
本
市
出
身
）、
バ
ス 

戸
山
俊
樹

合
唱
指
導
／
関
矢
順
、
関
矢
基
博

合
唱
団
／
酒
田
希
望
音
楽
祭
合
唱
団

合
唱
曲
／
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン 

交
響
曲
第

９
番
二
短
調
「
合
唱
付
」

●
合
唱
団
員
の
募
集

対
象
・
定
員
／
中
学
生
以
上
で
練
習
に

参
加
で
き
る
方
・
約
３
０
０
人

参
加
費
用
／
一
般
５
千
円
、
中
学
生
〜

大
学
生
１
千
円

申
し
込
み
／
４
月
10
日
㈬
〜
５
月
11
日

㈯
午
後
６
時
ま
で
、
指
定
の
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
希
望
ホ
ー
ル

ま
た
は
、
市
役
所
５
階
文
化
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
芸
術
文
化
係
へ
直
接

酒
田
市
民
会
館「
希
望
ホ
�
ル
」開
館
10
年
記
念
事
業

酒
田
希
望
音
楽
祭
2
0
1
3

「
市
原
多
朗
と
第
九
を
う
た
お
う
」合
唱
団
員
募
集

●
お
問
い
合
わ
せ
／
酒
田
希
望
音
楽
祭
実
行
委
員
会
事
務
局（
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
芸
術
文
化
係
内
） 

☎
2
6
‐
5
7
7
8

希望ホール開幕式典（平成16年7月12日）

由紀さおり・安田祥子
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市政ピックアップPICK UP!!

　
国
内
に
住
む
20
歳
以
上
の
全
て
の
人

は
、
国
民
年
金
の
被
保
険
者
と
な
り
、

保
険
料
の
納
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
学
生
に
は
、
申
請
に
よ
っ
て

保
険
料
の
納
付
を
猶
予
す
る
「
学
生
納

付
特
例
制
度
」
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
毎
年
必
ず

学
生
納
付
特
例
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
／
前
年
所
得
が
１
１
８
万
円
以
下

で
大
学
（
大
学
院
）、
短
大
、
高
等
学
校
、

高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
お
よ
び
各

種
学
校
、
一
部
の
海
外
大
学
日
本
分
校

に
在
学
（
夜
間
部
、
定
時
制
課
程
、
通

信
制
課
程
を
含
む
）
す
る
学
生
本
人

受
付
窓
口
／
住
民
登
録
を
し
て
い
る
市

区
町
村
の
窓
口

申
請
書
類
な
ど
／
年
金
手
帳
ま
た
は
基

礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も
の
（
納
付
書

な
ど
）、
平
成
25

年
度
有
効
の
学
生
証

（
コ
ピ
ー
の
場
合
は
両
面
）
ま
た
は
在

学
証
明
書
、
印
鑑
（
本
人
自
署
の
場
合

は
押
印
不
要
）、
前
年
以
降
に
会
社
を

退
職
し
て
学
生
に
な
っ
た
方
は
退
職
を

確
認
で
き
る
書
類

受
付
期
間
／【
平
成
24
年
度
分
】４
月
30

日
㈫
ま
で 

【
平
成
25
年
度
分
】４
月
１
日

㈪
〜
平
成
26
年
4
月
30
日
㈬

①
６
次
産
業
化
促
進
事
業

対
象
／
農
産
物
の
生
産
か
ら
商
品
開
発
、

加
工
ま
た
は
販
売
ま
で
の
取
り
組
み
を

予
定
し
て
い
る
市
内
の
３
戸
以
上
の
農

業
者
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
団
体
な
ど

補
助
金
額
／
商
品
開
発
な
ど
に
要
す
る

経
費
の
２
分
の
１
以
内
で
上
限
50
万
円

②
農
商
工
連
携
推
進
事
業

対
象
／
酒
田
産
農
林
水
産
物
を
活
用
し

た
商
品
開
発
な
ど
を
実
施
し
、
酒
田
産

農
林
水
産
物
の
使
用
量
を
３
年
後
に
30

㌫
以
上
増
加
さ
せ
る
取
り
組
み
を
予
定

し
て
い
る
市
内
に
本
社
、
支
社
、
営
業

所
な
ど
を
置
く
法
人
、
団
体
な
ど

補
助
金
額
／
商
品
開
発
な
ど
に
要
す
る

経
費
の
２
分
の
１
以
内
で
上
限
１
０
０

万
円

【
①
②
共
通
】

補
助
対
象
／
商
品
開
発
費
、
販
売
促
進

活
動
費
、
施
設
整
備
費
な
ど

申
し
込
み
／
４
月
30
日
㈫
ま
で
市
農
政

課
農
政
企
画
係
へ
（
予
算
の
範
囲
内
で

随
時
受
け
付
け
）

の
開
発
製
作
費
、
品
質
検
査
費
用
、
商

標
登
録
な
ど
に
必
要
な
費
用
、
パ
ッ
ケ

ー
ジ
な
ど
の
初
期
在
庫
費
、
店
頭
販
売

時
の
宣
伝
費
の
一
部
（
人
件
費
、
旅
費
、

建
物
な
ど
の
費
用
は
対
象
外
）

助
成
金
額
／
助
成
対
象
経
費
の
２
分
の

１
以
内
で
上
限
50
万
円

申
し
込
み
／
４
月
26
日
㈮
ま
で
産
業
会

館
１
階
、
市
観
光
物
産
課
へ
（
予
算
の

範
囲
内
で
受
け
付
け
）

◆
詳
し
い
内
容
や
必
要
な
手
続
き
に
つ

い
て
は
、
申
し
込
み
の
際
に
説
明
し
ま
す
。

　
本
市
の
観
光
お
み
や
げ
品
と
し
て
、

新
た
な
商
品
開
発
の
ほ
か
、
既
存
商
品

の
改
良
、
新
し
い
機
能
の
付
加
、
品
質

保
持
の
向
上
な
ど
を
考
え
て
い
る
方
に

必
要
な
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
／
市
内
に
所
在
す
る
団
体
ま
た
は

個
人
で
、
酒
田
の
観
光
お
み
や
げ
品
の

開
発
な
ど
を
し
よ
う
と
す
る
方
（
平
成

25
年
度
中
の
完
成
が
条
件
）

対
象
経
費
／
お
み
や
げ
品
の
製
作
に
必

要
な
設
備
購
入
費
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
な
ど

観
光
お
み
や
げ
品
の
開
発
に
助
成
し
ま
す

●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
観
光
物
産
課
観
光
物
産
係 

☎
2
6
‐
5
7
5
9

飛島幻の天保そば・とび魚だしそばつゆ
とびしま未来協議会
トビウオの焼干しのめんつゆと幻の山形天保そばのセット

酒田の四季 彩りおこし
須田佳子（個人）
山形県をかたどったおこし。酒田の四季をおこしで表現
酒田産はえぬき使用

酒田なつかしいろはカルタ
酒田方言あそび研究会
酒田の方言のいろはかるた
歴史ある湊町酒田のおみやげ品としてふさわしい体裁

一夜干し
やすらぎ丸水産
酒田沖で捕れた地元の魚介類を生かした一夜干し

酒田獅子焼
有限会社浪漫非行
酒田のシンボル酒田獅子頭の焼菓子
酒田のＢ１スイーツとしてＰＲ

魚介類の冷燻
有限会社阿部鮮魚店
酒田産鮮魚を独自の調味液に漬け込み、長時間低温の煙で燻
煙した本格的な冷燻

幻の松山そうめん
酒田まちづくり開発株式会社
享保年間から旧松山町内で盛んに作られていた松山そうめん
の復刻版

●平成24年度に助成した商品

農
林
水
産
物
の
加
工
・
商
品
開
発

や
施
設
の
整
備
な
ど
へ
の
補
助

●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
農
政
課
農
政

企
画
係 

☎
2
6
‐
5
7
9
2

国
民
年
金
学
生
納
付
特
例
は

申
請
が
必
要
で
す

●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
国
保
年
金
課

国
民
年
金
係 

☎
2
6
‐
5
7
2
8
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●酒田市役所 T22-5111　●八幡総合支所 T64-3111　●松山総合支所 T62-2611　●平田総合支所 T52-3111

　
春
は
交
通
ル
ー

ル
に
不
慣
れ
な
新

入
学
（
園
）
児
童

の
通
学
（
園
）
や

新
社
会
人
の
社
会

参
加
が
始
ま
る
時

期
で
す
。
ま
た
雪
が
解
け
歩
行
者
、
自

転
車
利
用
者
の
行
動
範
囲
も
広
が
り
、

交
通
事
故
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、

正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
を
習
慣
付
け
、
思

い
や
り
を
持
っ
て
行
動
す
る
こ
と
で
交

通
事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

　
交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
る
こ
と

を
目
的
に「
春
の
交
通
安
全
県
民
運
動
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

◎
春
の
交
通
安
全
県
民
運
動

　
４
つ
の
重
点
項
目

１ 

自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

２  

全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用

の
徹
底

３  

飲
酒
運
転
の
根
絶

４  

道
路
横
断
時
・
交
差
点
に
お
け
る

交
通
事
故
防
止

　
春
は
空
気
が
乾
燥
し
火
災
が
発
生
し

や
す
い
季
節
で
す
。
火
の
取
り
扱
い
に

は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◎
住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る

　
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

【
３
つ
の
習
慣
】

１ 

寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
に
や
め
る

２  

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

３  

ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

【
４
つ
の
対
策
】

１  

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

２  

寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
か

ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品

を
使
用
す
る

３  

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る

４  

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体

制
を
つ
く
る

１
以
内
で
上
限
50

万
円
（
５
年
間
の
継

続
参
加
な
ど
の
条
件
あ
り
）
▼
申
し
込

み
／
４
月
17

日
㈬
ま
で
市
観
光
物
産
課

へ（
予
算
額
に
達
し
た
時
点
で
締
め
切
り
）

酒
田
ま
つ
り
山
車
行
列
参
加
団
体
募
集

日
時
／
５
月
20
日
㈪
午
後
１
時
〜
▼
対

象
／
市
内
で
活
動
し
て
い
る
団
体
▼
申

し
込
み
／
４
月
17
日
㈬
ま
で
山
居
倉
庫

内
（
一
社
）
酒
田
観
光
物
産
協
会
へ 

☎
２
４
‐
２
２
３
３

酒
田
ま
つ
り
に「
ち
ょ
う
ち
ん
」

で
参
加
し
ま
せ
ん
か

寸
法
／
高
さ

61
セ
ン
チ
㍍

×
幅
33
セ
ン

チ
㍍
▼
材
質

／
ビ
ニ
ー
ル
白
地
に
「
酒
田
ま
つ
り
」

の
文
字
、
電
球
20
㍗
ソ
ケ
ッ
ト
、
３
㍍

配
線
コ
ン
セ
ン
ト
付
き
（
家
紋
や
名
入

れ
は
な
し
）
▼
費
用
／
３
千
５
０
０

円
（
ち
ょ
う
ち
ん
は
代
金
と
引
き
換
え
。

取
り
付
け
は
各
自
）
▼
申
し
込
み
／
５

月
７
日
㈫
ま
で
山
居
倉
庫
内
（
一
社
）

酒
田
観
光
物
産
協
会
へ 

☎
２
４
‐
２
２

３
３

　
酒
田
ま
つ
り
は
宵
祭
り
が
５
月
19
日

㈰
、
本
祭
り
が
20
日
㈪
、
裏
祭
り
が
21

日
㈫
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
酒
田
ま
つ
り
の
詳
し
い
日
程
は

本
紙
５
月
１
日
号
に
掲
載
し
ま
す
。

仔
獅
子
の
引
き
手
募
集

日
時
／
５
月
20
日
㈪
午
後
１
時
〜
▼
対

象
／
小
学
６
年
生
ま
で
の
子
ど
も
▼
定

員
／
先
着
80
人
▼
申
し
込
み
／
４
月
22

日
㈪
ま
で
市
観
光
物
産
課
へ

◆
学
校
・
子
ど
も
会
以
外
の
参
加
は
保

護
者
同
伴
。
は
っ
ぴ
は
用
意
し
ま
す
。

山
車
な
ど
の
製
作
に
助
成
し
ま
す

対
象
／
市
内
で
活
動
し
て
い
て
、
酒
田

ま
つ
り
に
参
加
す
る
山
車
な
ど
を
新
た

に
製
作
す
る
団
体
▼
補
助
対
象
経
費
／

山
車
の
製
作
経
費
、
山
車
小
屋
の
整
備

経
費
▼
助
成
額
／
対
象
経
費
の
２
分
の

み
ん
な
で
参
加
し
よ
う「
酒
田
ま
つ
り
」

●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
観
光
物
産
課
観
光
物
産
係 

☎
2
6
‐
5
7
5
9

４
月
10
日
は

「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動

―
４
月
６
日
〜
15
日
―

「
消
す
ま
で
は 

出
な
い
行
か
な
い

離
れ
な
い
」（
全
国
統
一
標
語
）

春
の
火
災
予
防
運
動

―
４
月
９
日
〜
22
日
―

●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

市
民
相
談
室 

☎
2
6
‐
5
7
2
6

●
お
問
い
合
わ
せ
／
酒
田
地
区
広
域
行
政
組
合

消
防
本
部
予
防
課 

☎
6
1
‐
7
1
1
3
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市政ピックアップPICK UP!!

プ
・
ぼ
ん
ぼ
り
点
灯
（
期
間
中
の
午
後

６
時
30
分
〜
９
時
）、
露
店
出
店

◎
同
時
開
催
イ
ベ
ン
ト

　
費
用
は
無
料
で
、
雨
天
時
は
中
止
し

ま
す
。

●
北
前
太
鼓
演
奏
会

日
時
／
４
月
21
日
㈰
午
後
１
時
〜
▼
場

所
／
日
和
山
公
園
▼
そ
の
他
／
ち
び
っ

こ
参
加
コ
ー
ナ
ー
あ
り

●
消
防
音
楽
隊
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
／
４
月
28
日
㈰
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分
▼
場
所
／
日
和
山
公
園

●
山
王
森
の
緑
を
育
て
る
会
に
よ
る

「
野
だ
て
」

日
時
／
４
月
29
日
㈷
午
前
10
時
〜
▼
場

所
／
下
日
枝
神
社
境
内

—（
一
社
）酒
田
観
光
物
産
協
会 

☎
２

４
‐
２
２
３
３

◆
い
ず
れ
の
公
園
も
園
内
で
の
火
器
の

使
用
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
松
山
城
大
手
門
一
般
開
放
に
つ
い
て

は
本
紙
24
㌻
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
桜
の
名
所
、
日
和
山
公
園
、
舞
鶴
公

園
、
八
森
自
然
公
園
周
辺
で
桜
ま
つ
り

を
開
催
し
ま
す
。
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
や
ヤ

エ
ザ
ク
ラ
が
咲
き
誇
る
春
の
公
園
を
散

策
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

舞
鶴
公
園
桜
ま
つ
り

期
間
／
４
月
20
日
㈯
〜
５
月
６
日
（
振

休
）（
桜
が
散
り
次
第
終
了
）

場
所
／
舞
鶴
公
園
、
八
森
自
然
公
園
、

八
森
温
泉 

ゆ
り
ん
こ
近
く
の
桜
並
木

駐
車
場
／
舞
鶴
公
園
駐
車
場

内
容
／
舞
鶴
公
園
桜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

（
午
後
６
時
30
分
〜
９
時
30
分
）

◆
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
桜
開
花
後
に
行
い

ま
す
。

—（
一
社
）酒
田
観
光
物
産
協
会
八
幡
支

部
（
八
幡
総
合
支
所
建
設
産
業
課
内
）

☎
６
４
‐
３
１
１
5

第
33
回
酒
田
日
和
山
桜
ま
つ
り

期
間
／
４
月
20
日
㈯
〜
29
日
㈷

場
所
／
日
和
山
公
園

駐
車
場
／
日
和
山
公
園
第
１
〜
第
３
駐

車
場
（
第
３
駐
車
場
は
土
曜
・
日
曜
日

の
み
）、
酒
田
港
本
港
東
ふ
頭
駐
車
場

内
容
／
千
石
船
と
桜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ

お
花
見
に
出
掛
け
よ
う

桜
ま
つ
り
開
催

●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
観
光
物
産
課
観
光
物
産
係 

☎
2
6
‐
5
7
5
9

●お問い合わせ／市環境衛生課環境保全係 ☎31‐0933

犬の登録と狂犬病予防注射

　飼い犬は1年に1回、狂犬病予防注射を接種し

なければなりません。既に登録済みの飼い主の

方には、案内はがきを送付します。新規登録は

注射料の他、登録料、印鑑を持参してください。

注射料／3,100円　　登録料／3,000円

◆どこの会場でも接種可能です。
◆ 注射料と登録料は、できるだけお釣りのないようにご協力をお願
いします。
◆事故防止のため、会場には犬を制止できる方が連れてきてください。
◆犬のふんなどは、飼い主が責任をもって始末しましょう。
◆新規登録・予防注射は、各動物病院でも行っています。

期　日 時　　間 場　　所

八
幡
地
域

4／11㈭

10：00～10：15 日向コミュニティセンター

10：25～10：45 升田公民館

11：00～11：20 青沢克雪管理センター

11：35～11：50 大沢コミュニティセンター

13：20～14：00 一條コミュニティセンター

14：15～14：50
旧八幡中央公民館跡地

4／14㈰ 13：30～14：30

松
山
地
域

4／12㈮

　9：00～　9：15 南部コミュニティセンター

　9：30～　9：45 山寺コミュニティセンター

10：00～10：40 松嶺コミュニティセンター

11：00～11：30 内郷コミュニティセンター

4／14㈰ 　9：30～10：30 松嶺コミュニティセンター

期　日 時　　間 場　　所

平
田
地
域

4／12㈮
　9：00～　9：40 平田農村環境改善センター

10：00～10：40
ひらた生涯学習センター

4／14㈰
13：30～14：10

14：30～15：10 平田農村環境改善センター

酒
田
地
域

4／15㈪

　9：30～10：00 南遊佐コミュニティセンター

10：15～10：45 本楯コミュニティセンター

11：00～11：30 上田コミュニティ防災センター

13：30～14：00 広野コミュニティセンター

14：15～14：45 新堀コミュニティ防災センター

4／16㈫

　9：30～10：00 東平田コミュニティ防災センター

10：15～10：45 北平田コミュニティセンター

11：00～11：30 中平田コミュニティセンター

期　日 時　　間 場　　所

酒
田
地
域

4／16㈫ 13：30～14：30 宮野浦学区コミュニティ防災センター

4／17㈬

　9：30～10：00 浜中コミュニティセンター

10：15～10：45 黒森コミュニティセンター

13：30～14：00 西荒瀬コミュニティ防災センター

14：15～14：45 泉学区コミュニティ防災センター

4／18㈭
　9：30～10：30 光ケ丘陸上競技場前

13：30～14：30 東禅寺コミュニティ防災センター

4／19㈮
　9：30～10：00 坂野辺自治会館

10：30～11：00 市民健康センター

4／20㈯
13：30～14：30 酒田農業技術普及課（若浜コミセン東隣）4／21㈰



［酒田市広報］私の街さかた 2013.4.1● 14

●酒田市役所 T22-5111　●八幡総合支所 T64-3111　●松山総合支所 T62-2611　●平田総合支所 T52-3111

障がいのある子どもがいる家庭
—市福祉課障がい福祉係 ☎26‐5733、
　各総合支所市民福祉課健康福祉係

●特別児童扶養手当
対象／身体または知的に中度以上の障がいのある20歳未
満の児童の養育者で、児童が児童福祉施設に入所していな
いか、または公的年金を受給していない方 ▼支給金額／【1
級】1人につき月額50,400円 【2級】1人につき月額33,570円
●心身障がい児養育手当
支給対象／身体または知的に障がい（身体障害者手帳１級
～６級または療育手帳Ａ・Ｂ）のある20歳未満の児童の養
育者 ▼支給金額／1人につき月額3,000円
●障害児福祉手当
対象／身体または精神に重度の障がいがあり、常時介護を
必要とするおおむね3歳以上20歳未満の方で、保育所や通
園施設などを除く児童福祉施設に入所していない方、また
は障がいを事由とする公的年金などの給付を受けていな
い方 ▼支給金額／月額14,280円
●児童補装具費支給事業
　補装具の購入、修理前に申請の相談をしてください。

支給対象／身体障害者手帳の交付を受けている児童の養
育者 ▼種目／補聴器、義手・義足、車いす、座位保持装置な
ど ▼支給金額／費用の原則1割を利用者が負担。所得に応
じて上限額あり
●障がい児日常生活用具給付事業
　用具の購入前に申請の相談をしてください。

支給対象／身体障害者手帳の交付を受けている児童の
養育者 ▼種目／頭部保護帽、電気式たん吸引器、ネブライ
ザー（吸入器）、住宅改修費など ▼支給金額／費用の原則１
割を利用者が負担。所得に応じて上限額あり
●小児慢性特定疾患児日常生活用具給付事業
　用具の購入前に申請の相談をしてください。

支給対象／小児慢性特定疾患治療研究事業受給者証の交
付を受けている児童の養育者（児童補装具費支給事業、障
がい児日常生活用具給付事業の対象となっている児童
の養育者を除く） ▼種目／クールベスト、紫外線カットク
リーム、パルスオキシメーターなど ▼支給金額／所得に応
じて自己負担あり

ひとり親の家庭
—市子育て支援課こども育成係 ☎26‐5734、
　各総合支所市民福祉課健康福祉係

●児童扶養手当
対象／次の①～⑦のいずれかに該当する児童（18歳になっ
た年度末までが対象。障がい児は20歳未満）を養育してい
るひとり親家庭などの方 ①父と母が離婚した児童 ②父ま
たは母が死亡した児童 ③父または母が一定の障がいの状
態にある児童 ④父または母の生死が明らかでない児童 ⑤
父または母から1年以上遺棄（置き去り）されている児童 ⑥
父または母が1年以上刑務所などに拘禁されている児童 
⑦婚姻によらないで出生した児童 ▼支給金額／実際に養
育している児童の人数、申請者本人（父または母など）、同
居家族の所得などで決定
●母子家庭自立支援教育訓練給付金
対象／就労に必要なホームヘルパーなどの資格取得やパ
ソコン講座などを受講するひとり親家庭の父または母で
次の全ての要件を満たす方 ①本市に住所を有し、児童扶
養手当の支給を受けているか、または同様の所得水準であ
る ②受講開始日に雇用保険法による教育訓練給付金の受
給資格を有していない（雇用保険法による教育訓練給付金
との同時受給はできません） ▼支給金額／受講料の20㌫
●高等技能訓練促進費
対象／看護師、介護福祉士、保育士などの資格取得のため
に専門学校などの養成機関に２年以上通学するひとり親
家庭の父または母で、次の全ての要件を満たす方 ①本市
に住所を有し、児童扶養手当の支給を受けているか、また
は同様の所得水準である ②養成機関で２年以上の教育課
程の修了および当該資格の取得が見込まれる ③就業・育
児と修業の両立が困難
である ▼支給金額／【市
民税非課税世帯】月額
100,000円 【市民税課税
世帯】月額70,500円

児童の健全な育成や福祉の増進などのために
各種手当等を利用してください

　各制度には所得制限や申請に必要な書類などがあります。詳しい内容や申請方法などは、事前に各課に相談してください。
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●ほっとふくし券事業
　在宅で介護を受けている方へ市の指定する福祉などの

サービスに利用できる、ほっとふくし券を交付しています。

【一般券】
対象／次のいずれかの条件を満たす方 ①要支援1～要介護
5と認定され、前年度の介護保険料所得段階が3段階以下（市
民税世帯非課税）の方 ②要介護3～要介護5と認定され、前
年度の介護保険料所得段階が4段階（市民税本人非課税）で、
かつ同一世帯の市民税所得割合計が10,000円未満の方 ▼利
用内容／福祉乗合バス（るんるん･ぐるっと）回数券購入・
デマンドタクシー使用料、タクシー運賃、配食サービス（市
で実施するサービスを除く）、有償ヘルパー（市で実施する
サービスを除く）、リハビリパンツなどの購入、定期航路運
賃 ▼交付金額／年間10,000円～30,000円で、介護度および介
護保険料の区分により交付（申請が10月以降の場合は5,000
円～15,000円の間）
◆障がい者ほっとふくし券との重複はできません。
【在宅紙おむつ専用券】
対象／認知症や寝たきりにより常時失禁状態と認められ、
かつ要介護1～要介護5と認定され前年度の介護保険料所
得階層が4段階（市民税本人非課税）以下の方 ▼利用内容／
市の登録店での紙おむつ等の購入 ▼交付金額／年間35,000
円～100,000円を介護度と介護保険料の区分により交付（申
請が10月以降の場合はおおよそ半額）
【ストレッチャー車専用券】
対象／要介護4または5と認定され、座位が保てず通院など
にストレッチャー車両が必要な方で、前年度の介護保険料
所得段階4段階以下（市民税本人非課税）の方 ▼助成内容／
片道2枚まで使用可能な1,000円の専用助成券を年間6往復
分（24枚）交付（申請が10月以降の場合は半額）
【訪問理容・美容サービス専用券】
対象／要介護1～5と認定され、前年度の介護保険料所得段
階4段階以下（市民税本人非課税）の方 ▼助成内容／市に登
録した事業所に訪問理美容を依頼する場合、出張費用とし
て1回1,000円×5枚の専用助成券を交付
【寝具洗濯乾燥消毒サービス専用券】
対象／要支援1以上と認定された高齢者のみの世帯に属す
る方で、前年度の介護保険料所得段階4段階以下（市民税本

人非課税）の方 ▼助成内容
／布団、毛布等の洗濯消毒
乾燥サービスを市に登録
した事業者へ依頼する場
合、サービス費用分として
1,000円×5枚の専用助成券
を交付
●はり・きゅう・マッサージ利用の助成
内容／健康維持と心身の安らぎを図るため、施術費の一部
1回1,000円を12回分助成（申請が10月以降の場合は6回分）

▼対象／平成25年度中に満年齢で70歳以上になる方（昭和
19年3月31日以前生まれ）
●やさしい生活支援事業
【福祉機器購入等に対する助成】
　購入や工事着工の前に申請をしてください。

対象／満65歳以上の方（対象品目によっては70歳以上のも
の、その他要件のあるものもあります）で、過去に同助成事
業で限度額まで助成を受けていない方 ▼対象となるもの
／①手すり ②和式便器から洋式便器への交換の際の便器
代 ③シルバーカー ④つえ ⑤入浴補助用具 ⑥電動自転車 
⑦玄関ステップ ▼助成金額／市が認める機器購入費用等
の2分の1の額で1回の申請あたり100,000円以内、一生涯で
15万円以内（予算額に達した時点で締め切り）
◆②は世帯構成員が全員65歳以上の世帯に限る。
◆⑥3分の1の額で30,000円以内で一度限り。
◆本市の他制度との重複利用はできません。
●軽度生活援助事業
対象／おおむね65歳以上の単身世帯や高齢者のみの世帯
の方で、疾病、認知症、虚弱等の理由で生活の一部に援助を
要する方 ▼内容／住居内の掃除、ごみ出し、灯油つめ、買い
物、除雪 ▼利用時間／1時間以内 ▼利用料／30分以上1時間
以内210円、30分未満110円
●緊急通報システム事業
対象／おおむね65歳以上のひとり暮らしの高齢者等で突
発的に生命に危険な症状を発生する持病を有する方等 ▼

内容／緊急時に迅速に関係機関に対応してもらうため、緊
急通報の機器を貸与します ▼利用料／所得税課税世帯は
月額1,450円の賃貸料あり。通常の電話料金は自己負担

●お問い合わせ／市福祉課地域福祉係 ☎26‐5731

生き生きとした生活を送るために
高齢者福祉サービスを利用してください

　元気な高齢者の方や家族の方が、生き生きとした生活を送ることができるように独自サービスを実施しています。10

月以降の申請は半額になるものもありますので、利用を希望する方は早めに申請してください。



［酒田市広報］私の街さかた 2013.4.1● 16

●酒田市役所 T22-5111　●八幡総合支所 T64-3111　●松山総合支所 T62-2611　●平田総合支所 T52-3111

◎難病等の方も障がい福祉サービスなどを利用できます

　4月1日から身体・知的・精神の3つの障がいに加えて、難病などにより心身に機能障がいのある方を対象に、障がい福

祉サービス、日常生活用具および補装具などを受給することが可能となりました。難病などの方は給付判断のため対象

疾患に罹患していることが分かる証明書が必要ですので、詳しくは市福祉課障がい福祉係へ問い合わせてください。

対象疾患一覧

1 lgA腎症 27 劇症肝炎 53
自己免疫性溶血性貧
血 79 多系統萎縮症 105 バッド・キアリ症候群

2 亜急性硬化性全脳炎 28 結節性硬化症 54 視神経症 80
多巣性運動ニューロ
パチー 106 ハンチントン病

3 アジソン病 29 結節性動脈周囲炎 55 若年性肺気腫 81 多発筋炎 107
汎発性特発性骨増殖
症

4 アミロイド症 30
血栓性血小板減少性
紫斑病 56 重症急性膵炎 82 多発性硬化症 108 肥大型心筋症

5
アレルギー性肉芽腫
性血管炎 31

原発性アルドステロ
ン症 57 重症筋無力症 83 多発性嚢胞腎 109

ビタミンD依存症二
型

6 ウェゲナー肉芽腫症 32 原発性硬化性胆管炎 58 神経性過食症 84 遅発性内リンパ水腫 110 皮膚筋炎

7 HTLV-1関連脊髄症 33 原発性高脂血症 59 神経性食欲不振症 85 中枢性尿崩症 111
びまん性汎細気管支
炎

8
ADH不適合分泌症候
群 34 原発性側索硬化症 60 神経線維腫症 86 中毒性表皮壊死症 112 肥満低換気症候群

9 黄色靭帯骨化症 35 原発性胆汁性肝硬変 61 進行性核上性麻痺 87 TSH産生下垂体腺腫 113 表皮水疱症

10 潰瘍性大腸炎 36
原発性免疫不全症候
群 62

進行性骨化性線維形
成異常症 88 TSH受容体異常症 114 フィッシャー症候群

11
下垂体前葉機能低下
症 37 硬化性萎縮性苔癬 63

進行性多巣性白質脳
症 89 天疱瘡 115 プリオン病

12 加齢性黄斑変性症 38 好酸球性筋膜炎 64
スティーヴンス・ジ
ョンソン症候群 90 特発性拡張型心筋症 116 ベーチェット病

13 肝外門脈閉塞症 39 後縦靭帯骨化症 65 スモン 91 特発性間質性肺炎 117 ペルオキシソーム病

14 関節リウマチ 40 拘束型心筋症 66 正常圧水頭症 92
特発性血小板減少性
紫斑病 118

発作性夜間ヘモグロ
ビン尿症

15 肝内結石症 41 広範脊柱管狭窄症 67 成人スチル病 93 特発性血栓症 119
慢性炎症性脱髄性多
発神経炎

16
偽性低アルドステロ
ン症 42 高プロラクチン血症 68 脊髄空洞症 94 特発性大腿骨頭壊死 120

慢性血栓塞栓性肺高
血圧症

17
偽性副甲状腺機能低
下症 43

抗リン脂質抗体症候
群 69 脊髄小脳変性症 95 特発性門脈圧亢進症 121 慢性膵炎

18 球脊髄性筋萎縮症 44 骨髄異形成症候群 70 脊髄性筋萎縮症 96
特発性両側性感音難
聴 122 ミトコンドリア病

19
急速進行性糸球体腎
炎 45 骨髄線維症 71

全身性エリテマトー
デス 97 突発性難聴 123 メニエール病

20 強皮症 46
ゴナドトロピン分泌
過剰症 72 先端巨大症 98

難治性ネフローゼ症
候群 124 網膜色素変性症

21 ギラン・バレ症候群 47 混合性結合組織病 73
先天性QT延長症候
群 99 膿疱性乾癬 125 もやもや病

22 筋萎縮性側索硬化症 48 再生不良性貧血 74
先天性魚鱗癬様紅皮
症 100 嚢胞性線維症 126 有棘赤血球舞踏病

23 クッシング病 49 サルコイドーシス 75
先天性副腎皮質酵素
欠損症 101 パーキンソン病 127

ランゲルハンス細胞
組織球症

24
グルココルチコイド
抵抗症 50 シェーグレン症候群 76 側頭動脈炎 102 パージャー病 128 リソソーム病

25 クロウ・深瀬症候群 51 色素性乾皮症 77 大動脈炎症候群 103 肺動脈性肺高血圧症 129 リンパ管筋腫症

26 クローン病 52 自己免疫性肝炎 78
大脳皮質基底核変性
症 104 肺胞低換気症候群 130 レフェトフ症候群
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●自動車税・自動車取得税の減免制度の一部改正

対象／身体障がい者等の方のために運転する生計を一にす

る家族（別居の場合は扶養関係にあること） ▼自動車税の減

免申請／納期限後に身体障害者手帳等の交付を受けた場合、

当該年度の2月末日まで、随時減免申請を受け付けます。申

請の翌月からの月割額を減免

—県庄内総合支庁税務課 ☎0235‐66‐5424

●障がい者ほっとふくしサービス事業

対象／身体障害者手帳1・2級、療育手帳Ａ、精神障害者保健

福祉手帳1級の交付を受けている方 ▼利用内容／タクシー

運賃、紙おむつ等の購入、福祉乗合バスの回数券・福祉乗合

タクシーの使用料、配食サービス、定期航路旅客運賃、障が

い福祉サービス、有償ヘルパーサービス、訪問入浴 ▼交付金

額／年間9,000円

◆高齢者ほっとふくし券事業一般券との重複はできません。

●人工透析患者通院費助成事業

対象／じん臓機能障害による身体障害者手帳を交付された

方で、本人および同居世帯の生計中心者が所得税非課税の

方 ▼助成内容／人工透析療法を受けるために交通機関（自

家用車も含む）を利用している方に、通院距離に応じて交通

費を助成

●重度障がい者紙おむつ支給事業

対象／65歳未満の身体障害者手帳1・2級、または療育手帳A

を所持し、在宅で1か月以上にわたり昼夜を問わず紙おむつ

を使用し、日常生活において常時介護を必要とする方 ▼支

給内容／所得税非課税世帯は月額8,000円相当、所得税課税

世帯は月額6,000円相当の紙おむつを支給

●せきずい損傷者介護手当支給事業

対象／身体障害者手帳1・2級に該当するせきずい損傷者で

常時介護を必要とする20歳以上の方を介護している方 ▼支

給内容／せきずい損傷者を看護し、かつその生計を維持す

る方一人につき月額5,000円

●在宅酸素療法者支援事業

対象／呼吸器機能障害による身体障害者手帳を所持してい

る方（ただし1級・2級を除く）で、かつ医師の指示により在宅

酸素療法を行っている方 ▼支給内容／在宅酸素療法に係

る酸素濃縮器使用のための電気料金として一人につき月額

1,600円

●やさしい住まいづくり事業

　購入や設置工事をする前に申請してください。

対象／身体障害者手帳を所持されている65歳未満の方で、

過去に同助成事業で限度額まで助成を受けていない方 ▼対

象機器など／手すりの設置、介護用ベッド、和式便器から洋

式便器への取り替え、シルバーカー、スロープ台などの移動

支援機器、入浴補助用具など ▼助成金額／15万円を限度に

設置事業費の2分の1を助成

●有料道路通行料金の割引

対象／身体障害者手帳を保持した本人が運転する場合、ま

たは重度の身体障害者手帳または療育手帳Ａを保持した本

人が同乗し本人以外が運転する場合 ▼助成内容／有料道路

の通常料金が半額。ただし、事前申請が必要

●ＮＨＫ受信料の免除制度

内容／【全額免除】身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保

健福祉手帳のいずれかを持っている方が世帯構成員であり、

世帯全員が市町村民税非課税の場合 【半額免除】身体障害

者手帳の交付を受けた視覚・

聴覚障がい者が世帯主でかつ

契約者の場合、または身体障

害者手帳1・2級・療育手帳Ａ・

精神障害者保健福祉手帳1級

のいずれかを持っている方が

世帯主でかつ契約者の場合

●お問い合わせ／市福祉課障がい福祉係 ☎26‐5733

障がいのある方が安心して自分らしく生活できるように
障がい福祉サービスを利用してください

　障がいのある方が安心して自分らしく生活できるように実施している福祉サービスを紹介します。



BOX情報
酒田市からのお知らせ●酒田市役所 T22-5111　●八幡総合支所 T64-3111　　●松山総合支所 T62-2611　●平田総合支所 T52-3111

［酒田市広報］私の街さかた　2013.4.1● 18

　
　

お

知

ら

せ

組
織
変
更
に
伴
う
電
話
番
号
の
追
加

　
４
月
１
日
か
ら
の
市
の
組
織
変
更
に

つ
い
て
は
本
紙
３
月
16
日
号
に
掲
載
し

た
通
り
で
す
が
、
こ
れ
に
伴
い
電
話
番

号
が
追
加
さ
れ
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

室
名
・
電
話
番
号
／
政
策
推
進
課
行
財

政
改
革
推
進
室
・
☎
２
６
‐
５
３
７
８

—
市
総
務
課
職
員
係 

☎
２
６
‐
５
７
０
２

第
１
回
イ
ン
タ
ー
ネ
�
ト
公
売

　
市
税
の
滞
納
整
理
の
た
め
、
差
し
押

さ
え
た
財
産
を
公
売
し
ま
す
。ヤ
フ
ー
・

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を
利
用
し
た
競
り
売
り

で
す
。

公
売
財
産
／
懐
中
時
計
�
津
軽
凧た
こ

絵
な

ど
▼
公
売
参
加
申
込
期
間
／
４
月
11
日

㈭
午
後
１
時
�
25
日
㈭
午
後
11
時
▼
入

札
期
間
／
５
月
７
日
㈫
午
後
１
時
�
９

日
㈭
午
後
11
時

◆
公
売
下
見
会
は
行
い
ま
せ
ん
�

◆
入
札
に
参
加
す
る
場
合
は
�
市
ホ
�

ム
ペ
�
ジ
掲
載
の
イ
ン
タ
�
ネ
�
ト
公

売
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
を
確
認
の
上
�

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
�

—
市
納
税
課
納
税
係 

☎
２
６
‐
５
７
１
９

不
動
産
公
売

　
市
税
の
滞
納
整
理
の
た
め
、
差
し
押

さ
え
た
財
産
を
期
日
入
札
に
よ
り
公
売

し
ま
す
。

物
件
／
田︵
遊
摺
部
字
村
立
４
６
２
︶▼

入
札
日
時
／
５
月
28
日
㈫
午
前
10
時
�

▼
入
札
場
所
／
市
役
所
５
階
５
０
１
号

室
▼
要
件
／
農
業
委
員
会
が
発
行
す
る

買
受
適
格
証
明
書
が
必
要

◆
公
売
下
見
会
は
行
い
ま
せ
ん
�

◆
入
札
に
参
加
す
る
場
合
は
�
市
ホ
�

ム
ペ
�
ジ
掲
載
ま
た
は
市
役
所
２
階
納

税
課
に
あ
る
関
係
書
類
な
ど
を
確
認
の

上
�
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
�

—
市
納
税
課
納
税
係 

☎
２
６
‐
５
７
１
９

食
育
交
流
活
動
の
取
り
組
み
に
補
助

対
象
／
市
内
の
農
業
者
ま
た
は
農
業
者

グ
ル
�
プ
▼
補
助
対
象
／
保
育
園
�
幼

稚
園
お
よ
び
小
中
学
校
で
の
農
業
体
験

や
調
理
実
習
な
ど
の
食
育
交
流
活
動

▼
補
助
金
額
／
１
園
ま
た
は
１
校
当
た

り
３
万
円
以
内
▼
申
し
込
み
／【
一
次

締
め
切
り
】４
月
18

日
㈭
ま
で
市
農
政

課
農
政
企
画
係
へ 

☎
２
６
‐
５
７
９
２

︵
以
降
�
予
算
の
範
囲
内
で
随
時
受
け
付
け
︶

幼
児
２
人
同
乗
用
自
転
車
購
入
助
成

対
象
／
本
市
在
住
で
自
ら
が
養
育
す
る

子
ど
も
と
同
乗
す
る
た
め
に
使
用
す
る

方︵
就
学
前
児
童
が
２
人
以
上
い
る
場

合
に
限
る
︶▼
助
成
対
象
／
社
団
法
人

自
転
車
協
会
が
定
め
る﹁
幼
児
２
人
同

乗
用
自
転
車
安
全
基
準
﹂に
適
合
し
た

幼
児
２
人
同
乗
用
自
転
車︵
メ
�
カ
�

が
指
定
す
る
幼
児
が
同
乗
で
き
る
座
席

を
２
個
装
備
し
た
も
の
︶▼
助
成
金
額

／
購
入
金
額
の
２
分
の
１
で
上
限
３
万

円
▼
申
し
込
み
／
事
前
に
電
話
で
市
子

育
て
支
援
課
管
理
係
へ 

☎
２
６
‐
５
７

３
５

◆
市
内
販
売
店
で
の
購
入
に
限
り
ま
す
�

◆
申
請
書
は
同
課
お
よ
び
各
総
合
支
所

市
民
福
祉
課
健
康
福
祉
係
に
あ
り
ま
す
�

家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
の
購
入
助
成

　
今
年
度
よ
り
申
請
方
法
を
変
更
し
ま

す
。

対
象
／
本
市
在
住
で
家
庭
用
と
し
て
購

入
金
額
が
２
千
円
以
上
の
も
の
を
購
入

す
る
方
▼
助
成
金
額
／【
コ
ン
ポ
ス
ト
】

購
入
金
額
の
２
分
の
１
で
上
限
５
千
円 

【
電
動
式
生
ご
み
処
理
機
】購
入
金
額
の

３
分
の
１
で
上
限
２
万
円
�
い
ず
れ
も

予
算
の
範
囲
内︵
１
０
０
円
未
満
の
額

は
切
り
捨
て
︶▼
申
し
込
み
／
事
前
に

電
話
で
市
環
境
衛
生
課
管
理
係
へ 

☎

３
１
‐
０
９
３
３

◆
市
内
販
売
店
か
ら
の
見
積
書
が
必
要
�

ご
み
ス
テ
ー
シ
�
ン
の
新
設
�

改
築
に
助
成

対
象
／
自
治
会
▼
補
助
対
象
／
ご
み
ス

テ
�
シ
�
ン
の
新
設
ま
た
は
改
築
に
要

す
る
経
費︵
土
地
の
取
得
費
�
賃
借
料

を
除
く
︶▼
補
助
内
容
／
経
費
の
２
分

国税専門官（国家公務員）採用試験のお知らせ

採用予定日／平成26年4月1日 ▼受験資格／昭和58年4

月2日～平成4年4月1日までに生まれた方、平成4年4月2

日以降に生まれた方で大学を卒業した方または平成26

年3月までに卒業見込みの方 ▼一次試験日／6月9日㈰

▼申し込み／4月1日㈪午前9時～11日㈭まで人事院イ
ンターネット申込専用アドレス（http://www.jinji-shiken.
go.jp/juken.html）から申し込んでください
◆詳しくは仙台国税局人事第二課へ ☎022‐263‐1111。

里仁館特別公開講座「野球指導と人間形成」

日時／4月20日㈯午前10時30分～11時30分 ▼場所／里
仁館 ▼対象／どなたでも ▼内容／酒田南高等学校野球

部総監督 西原忠善氏の講演 ▼費用／無料 ▼申し込み
／当日会場へ
◆平成25年度受講生を募集中です。
—生涯学習施設里仁館 ☎61‐4361

県営住宅入居者の募集

資格／現に同居または同居しようとする親族がいて公
営住宅法に適合する方 ▼家賃／所得に応じて ▼入居時
期／6月上旬 ▼申し込み／4月5日㈮～11日㈭の午前10

時～午後5時に県営住宅指定管理者 西王不動産庄内事
務所（庄内総合支庁内）へ ☎0235‐66‐3210

アパート名 所在地 募集戸数 募集区分

川南1号 若宮町二丁目 1 一般用
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の
１︵
１
千
円
未
満
の
額
は
切
り
捨
て
︶

で
上
限
４
万
円
�
い
ず
れ
も
予
算
の
範

囲
内
▼
条
件
／
¡
ご
み
ス
テ
�
シ
�
ン

の
設
置
場
所
の
土
地
所
有
者
の
承
諾
を

得
て
い
る
こ
と︵
承
諾
書
が
必
要
︶ 

¡

道
路︵
歩
道
�
側
溝
を
含
む
︶�
河
川︵
堤

防
を
含
む
︶�
水
路
�
公
園
な
ど
へ
の

新
設
・
改
築
は
対
象
外 

¡
申
請
は
年

度
に
１
回
ま
で
で
１
回
の
申
請
に
付
き

ご
み
ス
テ
�
シ
�
ン
１
基
▼
申
し
込
み

／
事
前
に
電
話
で
市
環
境
衛
生
課
管
理

係
へ 

☎
３
１
‐
０
９
３
３

側
溝
整
備
に
助
成

　
生
活
環
境
の
向
上
を
目
的
に
、
市
道

以
外
の
地
元
管
理
道
路
の
側
溝
整
備
を

地
元
が
行
う
場
合
、
そ
の
工
事
費
に
対

し
て
助
成
し
ま
す
。

助
成
金
額
／
工
事
費
の
３
分
の
２
以
内 

︵
予
算
の
範
囲
内
︶ 

▼
申
し
込
み
／
４
月

８
日
㈪ 

午
前
９
時
�
市
土
木
課
事
業
係

へ 

☎
２
６
‐
５
７
４
２

林
道
整
備
に
助
成

　
本
市
の
森
林
で
、
適
切
な
間
伐
や
森

林
保
育
作
業
な
ど
の
実
施
を
目
的
と
す

る
林
内
作
業
道
開
設
を
行
う
林
業
グ

ル
ー
プ
に
事
業
費
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。

対
象
／
市
内
の
地
区
�
ま
た
は
３
戸
以

上
で
組
織
す
る
林
業
グ
ル
�
プ
で
�
本

市
に
住
所
を
有
す
る
方
が
メ
ン
バ
�
に

い
る
団
体
▼
対
象
工
事
／
林
内
作
業
道

を
延
長
３
０
０
�
以
上
�
幅
３
�
以
上

で
開
設
す
る
事
業
▼
助
成
金
額
／
林
道

開
設
に
か
か
る
経
費
の
３
分
の
１
以
内

の
額
で
上
限
40
万
円︵
予
算
の
範
囲
内
︶

▼
申
し
込
み
／
４
月
５
日
㈮
�
市
農
林

水
産
課
田
園
整
備
係
ま
た
は
各
総
合
支

所
建
設
産
業
課
へ

◆
林
道
の
災
害
復
旧
に
関
し
て
も
経
費

の
３
分
の
２
以
内
の
額
で
上
限
75
万
円

の
支
援
を
し
て
い
ま
す
�
詳
し
く
は
市

農
林
水
産
課
田
園
整
備
係 

☎
２
６
‐
５

７
５
４
ま
た
は
各
総
合
支
所
建
設
産
業

課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
�

環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払
事
業

の
説
明
会

日
時
・
場
所
／
①
４
月
16
日
㈫
午
後
６

時
30
分
�
・
ひ
ら
た
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
� 

②
４
月
18
日
㈭
午
後
６
時
30
分
�
・
市

役
所
▼
対
象
／
エ
コ
フ
�
�
マ
�
認
定

を
受
け
た
農
業
者
な
ど
▼
内
容
／
環
境

保
全
効
果
の
高
い
農
業
に
対
す
る
交
付

金
事
業
の
説
明
▼
対
象
事
業
／
有
機
農

業︵
化
学
肥
料
お
よ
び
農
薬
を
使
用
し

な
い
農
業
︶の
取
り
組
み 

¡
特
別
栽
培

︵
化
学
肥
料
お
よ
び
化
学
合
成
農
薬
の

使
用
を
地
域
の
慣
行
か
ら
原
則
５
割
以

上
低
減
す
る
活
動
︶と
カ
バ
�
ク
ロ
�

プ︵
緑
肥
な
ど
︶の
作
付
け 

¡
特
別
栽

培
と
堆
肥
の
施
用 

¡
特
別
栽
培
と
リ

ビ
ン
グ
マ
ル
チ︵
麦
類
・
牧
草
な
ど
︶の

作
付
け 

¡
特
別
栽
培
と
園
地
へ
の
草

生
栽
培︵
麦
類
・
牧
草
な
ど
︶の
作
付
け 

¡
特
別
栽
培
と
冬
期
湛
水
の
実
施 

¡

特
別
栽
培
と
簡
易
ビ
オ
ト
�
プ
の
設
置 

¡
麦
類
や
ナ
タ
ネ
の
特
別
栽
培
と
夏
期

湛
水
の
実
施
▼
申
し
込
み
／
４
月
15
日

㈪
ま
で
市
農
政
課
農
業
生
産
係
へ 

☎

２
６
‐
５
７
５
２

沿
岸
漁
業
後
継
者
の
育
成
を
支
援
し
ま
す

【
技
術
研
修
生
支
援
事
業
】対
象
／
市
内

に
住
所
を
有
し
�
こ
れ
か
ら
漁
業
を
始

め
よ
う
と
考
え
て
い
る
方
で
�
漁
業
者

の
指
導
の
下
で
技
術
研
修
を
受
け
よ
う

と
す
る
方
▼
支
援
内
容
／
技
術
研
修
に

伴
う
労
務
費
�
漁
業
者
へ
の
指
導
謝
礼

な
ど
▼
研
修
時
期
／
随
時︵
受
入
先
の

漁
業
指
導
者
の
都
合
に
よ
る
︶▼
受
け

入
れ
人
数
／
１
人
程
度︵
予
定
︶

【
独
立
経
営
支
援
事
業
】対
象
／
市
内
に

住
所
を
有
し
�
技
術
研
修
修
了
者
お
よ

び
山
形
県
漁
業
協
同
組
合
が
推
薦
す
る

方
で
�
１
人
乗
り
漁
船
漁
業
で
独
立
経

営
の
た
め
漁
船
な
ど
を
購
入
す
る
方
▼

支
援
内
容
／
漁
船
な
ど
購
入
費
の
２
分

の
１
以
内
の
額
を
支
援︵
予
算
の
範
囲

内
︶

【
共
通
】申
し
込
み
／
随
時
�
市
農
林
水

産
課
水
産
林
務
係
へ 
☎
２
６
‐
５
７
５
３

山王森梅まつりへどうぞ

期間／4月13日㈯～21日㈰ ▼場所／山王森梅林（下日枝
神社境内） ▼内容／会員による梅林の案内と梅酒、梅
ジュースなどのサービス
—山王森の緑を育てる会事務局 ☎23‐9619

新緑の十二滝・経ケ蔵ツアー参加者募集

日時／4月21日㈰午前9時～午後2時 ▼集合場所／ひら
た生涯学習センター ▼対象／小学3年生以上 ▼定員／
先着100人 ▼持ち物／昼食、飲み物、登山に適した服装
など ▼費用／大人1,000円（バス代、保険料など）、高校
生以下無料 ▼申し込み／4月10日㈬（土曜・日曜日除く）
までに東陽コミュニティ振興会へ ☎54‐2292

青年海外協力隊等ボランティア募集説明会

日時／【青年海外協力隊（20歳～39歳）】4月6日㈯午後
2時～【シニア海外ボランティア（40歳～69歳）】4月6

日㈯午前10時30分～ ▼場所／霞城セントラル（山形市）
— JICA東北ボランティア担当 ☎022‐223‐4772

酒田ユネスコ協会講演会

日時／4月20日㈯午後2時～3時 ▼場所／総合文化セン
ター ▼内容／歌手、酒田北前大使 白崎映美氏の講演
「みんなを あったかくする おらがだの 酒田弁」 ▼費用
／無料 ▼申し込み／当日会場へ
◆当日会場で小銭、未使用切手、はがきの寄付ができます。
—酒田ユネスコ協会、五十嵐 ☎24‐0947
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４
月
１
日
か
ら
市
営
住
宅
の
入
居

要
件
が
拡
大
さ
れ
ま
す

●
裁
量
階
層
世
帯（
高
齢
者
世
帯
や
障

が
い
者
世
帯
、
子
育
て
世
帯
な
ど
）の

対
象
拡
大

　
子
育
て
世
帯
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で

の「
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
が
い
る

世
帯
」を「
中
学
校
卒
業
前
の
子
ど
も
が

い
る
世
帯
」に
拡
大
し
ま
す
。

●
裁
量
階
層
世
帯
の
収
入
基
準
額
の
拡
大

　
裁
量
階
層
世
帯
の
収
入
基
準
額（
市

営
住
宅
へ
入
居
す
る
た
め
の
世
帯
収
入

の
上
限
額
）を
21
万
４
千
円
か
ら
25
万

９
千
円
に
拡
大
し
ま
す
。

—
市
建
築
課
公
営
住
宅
係 

☎
２
６
‐
５

７
４
７

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
任
意
の

予
防
接
種
の
費
用
を
助
成
し
て
い
ま
す

対
象
／
本
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る

75
歳
以
上
の
方
で
�
未
接
種
の
方
お
よ

び
前
回
の
接
種
か
ら
５
年
経
過
し
た
方

︵
接
種
し
た
か
不
明
な
方
は
�か
か
り
つ

け
医
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
︶▼
期
間

／
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
▼
場
所
／

か
か
り
つ
け
医
や
予
防
接
種
協
力
医
療

機
関︵
予
約
が
必
要
︶▼
助
成
金
額
／
４

千
円︵
接
種
費
用
の
差
額
は
自
己
負
担
�

医
療
機
関
で
違
い
ま
す
の
で
各
医
療
機

関
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
︶▼
申

し
込
み
／
接
種
を
希
望
す
る
方
は
印
鑑
�

本
人
を
証
明
す
る
書
類︵
免
許
証
�
保

険
証
な
ど
︶を
持
参
の
上
�
市
民
健
康

セ
ン
タ
�
内 

市
健
康
課
ま
た
は
各
総

合
支
所
市
民
福
祉
課
へ

◆
平
成
24

年
度
に
助
成
券
を
も
ら
�
た

方
で
�ま
だ
接
種
し
て
い
な
い
方
は
�
市

健
康
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
�

◆
生
活
保
護
受
給
中
の
方
は
無
料
に
な

り
ま
す
の
で
�
市
福
祉
課
援
護
係
へ
印

鑑
を
持
参
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
�

—
市
健
康
課
保
健
予
防
係 

☎
２
４
‐
５

７
３
３

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
�
ヒ
ブ
ワ
ク

チ
ン
�
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
が
４

月
１
日
か
ら
定
期
接
種
に
な
り
ま
す

　
か
か
り
つ
け
医
と
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
な
ど
相
談
の
上
、
接
種
し
て
く
だ
さ

い
。
予
診
票
は
予
防
接
種
協
力
医
療
機

関
に
あ
り
ま
す
。

【
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
】対
象
／

小
学
６
年
�
高
校
１
年
生
相
当
の
女
子

▼
接
種
回
数
／
３
回︵
同
一
ワ
ク
チ
ン

を
接
種
︶

◆
接
種
の
案
内
を
標
準
接
種
年
齢
で
あ

る
中
学
１
年
生
の
女
子
に
個
別
に
通
知

し
ま
す
�

【
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
】対
象
／
生
後
２
か
月
�
５

歳
未
満
の
子
ど
も
▼
接
種
回
数
／
接
種

開
始
年
齢
に
よ
�
て
異
な
る

—
市
健
康
課
保
健
予
防
係 

☎
２
４
‐
５

７
３
３

工
場
立
地
法
地
域
準
則
条
例
の
施

行
に
よ
る
規
制
緩
和

　
市
内
の
特
定
工
場
に
お
け
る
敷
地
面

積
に
対
す
る
緑
地
を
含
め
た
環
境
施
設

の
面
積
の
割
合
が
右
表
の
通
り
緩
和
さ

れ
ま
し
た
。

—
市
商
工
港
湾
課
企
業
誘
致
・
産
業
振

興
対
策
室 

☎
２
６
‐
５
３
６
１

介
護
保
険
料
の
お
知
ら
せ

【
普
通
徴
収
】４
月
�
６
月
分
の
保
険
料

は
�
４
月
中
旬
に
通
知
書
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
�
７
月
�
平
成
26
年
３
月
分
の

保
険
料
は
�
前
年
の
所
得
が
確
定
し
た

後
�
年
間
保
険
料
を
再
計
算
し
て
７
月

中
旬
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
�

◆
納
付
書
で
納
付
す
る
場
合
�
今
回
の

分
か
ら
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
郵

便
局
で
も
納
付
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
�

【
特
別
徴
収
】４
月
期
・
６
月
期
・
８
月
期

の
各
保
険
料
は
�
２
月
期
と
同
額
に
な

り
ま
す
�
10
月
期
・
12
月
期
・
平
成
26
年

２
月
期
の
保
険
料
は
�
前
年
の
所
得
が

早春の山野草観察会参加者募集

日時／4月7日㈰午前9時～正午 ▼集合場所／八森温泉
ゆりんこ駐車場 ▼定員／先着30人 ▼費用／300円（保
険料など） ▼申し込み／4月4日㈭まで鳥海やわたイン
タープリター協会、池田 ☎64‐4495（午後７時～9時）

鳥海山荘「幸せの笑顔の写真展」作品募集

展示期間／4月20日㈯～5月12日㈰ ▼対象／どなたでも

▼応募方法／4月20日㈯まで鳥海山荘、ゆりんこの各フ
ロントへ持参または鳥海山荘にメールで提出 Ｅメー
ルsansou@choukai.jp
◆応募された作品は返却しません。
◆投票により上位5作品には、鳥海山荘レストランの食

事券を贈呈（5月中旬の発送をもって発表に代える）。
—湯の台温泉 鳥海山荘 ☎61‐1727

八森自然公園カタクリ観察会参加者募集

日時／4月21日㈰午前9時30分～午後2時30分（雨天決
行） ▼集合場所／八森温泉ゆりんこ駐車場 ▼費用／
1,500円（ガイド料、昼食代など） ▼申し込み／4月18日
㈭まで八森温泉ゆりんこへ ☎64‐2001

胎蔵山春祭り登山参加者募集

日時／5月3日㈷午前7時～午後3時（雨天決行） ▼集合場
所／元田沢自治区薬師神社本殿（田沢） ▼対象／小学4

年生以上 ▼持ち物／雨具、昼食、飲み物など ▼申し込み
／4月20日㈯まで胎蔵ロマン会、岩間 ☎54‐2766

区
域

環
境
施
設
の
面
積
割
合

緑
地
の
面
積
割
合

準
工
業
地
域

15
％
以
上

10
％
以
上

工
業
地
域
・

工
業
専
用
地
域

10
％
以
上

5
％
以
上

用
途
指
定
外
地
域

10
％
以
上

5
％
以
上
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確
定
し
た
後
�
年
間
保
険
料
を
再
計
算

し
て
７
月
中
旬
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
�

—
市
介
護
保
険
課
事
業
管
理
係 

☎
２

６
‐
５
３
６
３

公
園
を
利
用
さ
れ
る
皆
さ
ん
へ

　
公
園
で
は
次
の
こ
と
を
守
り
、
お
互

い
快
適
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

¡
近
隣
に
迷
惑
を
掛
け
る
遊
び
や
行
い

は
し
な
い 

¡
犬
や
猫
な
ど
の
ペ
�
ト

を
公
園
内
に
入
れ
な
い 

¡
指
定
さ
れ

た
公
園
以
外
で
野
球
や
サ
�
カ
�
な
ど

は
し
な
い 

¡
ゴ
ル
フ
の
練
習
は
し
な

い 

¡
公
園
駐
車
場
以
外
へ
の
自
動
車
・

バ
イ
ク
の
乗
り
入
れ
は
し
な
い 

¡
遊

具
は
安
全
に
使
用
す
る 

¡
ご
み
は
持

ち
帰
る

—
市
都
市
計
画
課
公
園
緑
地
係 

☎
２

６
‐
５
７
４
５

児
童
扶
養
手
当
の
お
知
ら
せ

　
４
月
10
日
㈬
に
該
当
す
る
方
の
預
金

口
座
に
手
当
を
振
り
込
み
ま
す
。

—
市
子
育
て
支
援
課
こ
ど
も
育
成
係 

☎
２
６
‐
５
７
３
４

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
お
知
ら
せ

　
４
月
11
日
㈭
に
該
当
す
る
方
の
預
金

口
座
に
手
当
を
振
り
込
み
ま
す
。

—
市
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係 

☎
２
６
‐

５
７
３
３

４
月
14
日
㈰
は
第
48
回
酒
田
市

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会
で
す

　
選
手
が
午
前
９
時
か
ら
光
ケ
丘
公
園

園
路
内
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
内

を
走
り
ま
す
の
で
、
応
援
と
選
手
の
走

路
確
保
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

—
市
文
化
ス
ポ
�
ツ
振
興
課
ス
ポ
�
ツ

振
興
係 

☎
２
６
‐
５
７
８
２

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
を
ご
存
知
で
す
か

保
険
期
間
／
４
月
１
日
�
平
成
26
年
３

月
31
日
▼
対
象
／
ス
ポ
�
ツ
活
動
・
文

化
活
動
・
ボ
ラ
ン
テ
�
ア
活
動
・
地
域

活
動
を
行
う
５
人
以
上
の
団
体
▼
対
象

事
故
／
団
体
活
動
中
お
よ
び
団
体
活
動

へ
の
往
復
中
の
事
故
▼
内
容
／
傷
害
保

険
�
賠
償
責
任
保
険
�
突
然
死
葬
祭
費

用
保
険
▼
費
用
／
一
人
当
た
り
８
０
０

円
�
１
万
１
千
円︵
活
動
内
容
に
よ
り

異
な
る
︶

◆
加
入
区
分
な
ど
詳
し
く
は
市
文
化
ス

ポ
�
ツ
振
興
課
ス
ポ
�
ツ
振
興
係 
☎

２
６
‐
５
７
８
２
へ
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
�

　
　

募

集

鳥
海
南
麓
パ
ノ
ラ
マ
農
園︵
市
民

農
園
︶利
用
者︵
追
加
募
集
︶

使
用
期
間
／
４
月
29
日
�
11
月
30
日
▼

場
所
／
山
楯
字
南
山
▼
募
集
内
容
／
１

区
画
50
平
方
�
�
原
則
一
人
１
区
画
ま

で
�
空
き
区
画︵
16
区
画
︶が
な
く
な
る

ま
で
随
時
募
集
▼
年
間
使
用
料
／
５
千

円
▼
申
し
込
み
／
市
農
政
課
農
政
企
画

係 

☎
２
６
‐
５
７
９
２
�
ま
た
は
平
田

総
合
支
所
建
設
産
業
課
産
業
係 

☎
５

２
‐
３
９
１
５
へ

ひ
ら
た
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
利
用
講
習
会

日
時
／
４
月
９
日
㈫
午
後
７
時
�
９
時
�

４
月
10
日
㈬
・
５
月
７
日
㈫
の
午
前
９

時
�
11
時
▼
場
所
／
ひ
ら
た
タ
ウ
ン
セ

ン
タ
�
▼
対
象
／
高
校
生
以
上
▼
定
員

／
各
日
先
着
20
人
▼
費
用
／
５
０
０
円

▼
申
し
込
み
／
開
催
日
の
前
日
ま
で
電

話
で
平
田
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
健
康

福
祉
係
へ 

☎
５
２
‐
３
９
１
１

は
�
と
♥
ほ
�
と
コ
ン
サ
ー
ト

実
行
委
員
ボ
ラ
ン
テ
�
ア

対
象
／
高
校
生
以
上
の
方
▼
定
員
／

20

人
程
度
▼
内
容
／
コ
ン
サ
�
ト
の
企

画
�
ポ
ス
タ
�
や
チ
ラ
シ
な
ど
の
製
作
�

客
席
へ
の
誘
導
な
ど
▼
申
し
込
み
／
５

月
７
日
㈫
ま
で
酒
田
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
� 

☎
３
３
‐
２
４
４
４
�
親
子
ふ
れ

あ
い
サ
ロ
ン 

☎
２
６
‐
５
６
１
３
�
各
総

合
支
所
管
内
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
�
へ

すまいる「楽しいパソコン教室」4月生募集

場所／ひらたタウンセンター ▼コース／全く初めて
の方、ワード、エクセル各コース ▼費用／3,000円。（初
めての方4,000円） ▼申し込み／4月7日㈰まですまいる、
斎藤 ☎070‐6617‐3402

金峰少年自然の家「はるの夜空にこんばんは」参加者募集

日時／4月19日㈮、20日㈯の午後7時～8時20分 ▼場所
／金峰少年自然の家（鶴岡市高坂） ▼対象／どなたでも

▼内容／天体望遠鏡を使っての木星の観察、星座早見
板を使っての星空の観察 ▼費用／無料 ▼申し込み／
開催日当日まで電話で山形県金峰少年自然の家へ ☎
0235‐24‐2400

眺海の森「森林教室」参加者募集

日時／4月29日㈷午前10時～午後3時 ▼場所／眺海の
森森林学習展示館 ▼定員／30人 ▼費用／1,000円（昼食、
さんさん入浴券付き） ▼内容／花見の散策、苗木プレゼ
ント、簡易本立て作り ▼申し込み／同館へ ☎62‐3323

危険物取扱者・消防設備士免状の貼付写真の
書き換え申請はお済みですか

　消防法令では、危険物取扱者・消防設備士免状に貼付
される写真は、10年以内に撮影されたものでなければ
なりません。まだ写真の書き換え申請をされていない
方は、速やかに手続きしてください。
—消防試験研究センター山形県支部 ☎023‐631‐0761
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さ
し
こ
教
室
受
講
生

【
初
心
者
・
中
級
者
コ
ー
ス
】▼
対
象
／

初
心
者
と
初
心
者
コ
�
ス
修
了
者
▼
定

員
／
先
着
25
人

【
上
級
者
コ
ー
ス
】対
象
／
中
級
者
コ
�

ス
修
了
者
▼
定
員
／
先
着
10
人

【
共
通
】日
時
／
５
月
22
日
�
９
月
25
日

の
毎
月
第
２
�
第
４
水
曜
日︵
８
月
14

日
は
除
く
︶の
午
後
１
時
30

分
�
３
時

30
分︵
全
８
回
︶▼
場
所
／
平
田
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
�
▼
指
導
／
平
田
さ
し

こ
の
会
会
員
▼
費
用
／
４
千
５
０
０
円

︵
テ
キ
ス
ト
代
�
材
料
費
︶▼
持
ち
物
／

は
さ
み
�
指
ぬ
き
�
ボ
�
ル
ペ
ン
�
定

規
�
セ
ロ
ハ
ン
テ
�
プ
▼
申
し
込
み
／

４
月
５
日
㈮
�
電
話
で
平
田
総
合
支
所

地
域
振
興
課
へ 

☎
５
２
‐
３
９
１
０

県
農
林
水
産
業
創
意
工
夫
プ
ロ

ジ
�
ク
ト
支
援
事
業
・
食
産
業
王
国

や
ま
が
た
推
進
事
業 

事
業
実
施
者

　
産
出
額
や
所
得
増
大
の
た
め
ア
イ
デ

ア
に
富
ん
だ
計
画
を
策
定
し
、
規
模
拡

大
な
ど
に
取
組
む
事
業
に
県
と
市
が
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
／
農
林
漁
業
者︵
個
人
・
グ
ル
�

プ
︶�
農
協
�
農
業
生
産
法
人
な
ど
▼

補
助
率
／
約
43

� 

︵
県
３
分
の
１
�
市

10

分
の
１
以
内︵
予
定
︶︶▼
事
業
費
／

２
０
０
万
円
以
上
▼
申
し
込
み
／
４
月

10
日
㈬
ま
で
プ
ロ
ジ
�
ク
ト
計
画
を
策

定
し
市
農
政
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
建

設
産
業
課
へ
提
出︵
事
業
費
が
１
億
円

を
超
え
る
場
合
は
４
月
８
日
㈪
ま
で
︶

◆
後
日
審
査
会
を
経
て
決
定
さ
れ
ま
す
�

—
市
農
政
課
農
業
生
産
係 

☎
２
６
‐
５

７
５
２
�
各
総
合
支
所
建
設
産
業
課
産

業
係酒

田
マ
リ
ー
ン
ジ
�
ニ
ア
合
唱
団
団
員

　
音
楽
や
歌
を
楽
し
む
こ
と
を
目
標
に

昭
和
26
年
に「
酒
田
音
楽
子
ど
も
会
」と

し
て
誕
生
し
た
合
唱
団
で
す
。

活
動
日
時
／
毎
週
土
曜
日
の
午
前
10
時

�
11
時
30
分
▼
場
所
／
総
合
文
化
セ
ン

タ
�
▼
対
象
／
市
内
の
小
中
学
生
▼
内

容
／
合
唱
練
習
�
定
期
演
奏
会
�
県

少
年
少
女
合
唱
祭
参
加
な
ど
▼
講
師
／

関
矢
順
氏
ほ
か
▼
費
用
／
年
会
費
５
千

円
�
月
会
費
１
千
円
�
制
服
代
別
途
▼

申
し
込
み
／
５
月
４
日
㈷
ま
で
年
会
費

を
添
え
て
総
合
文
化
セ
ン
タ
�
内
�
市

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
へ
☎
２
４
‐

２
９
９
３

高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
�
ア
サ
ー
ク
ル

「
か
ざ
み
ど
り
」会
員

集
会
日
時
／
主
に
水
曜
日
の
午
後
４
時

�
６
時
▼
場
所
／
総
合
文
化
セ
ン
タ
�

▼
対
象
／
市
内
在
住
ま
た
は
市
内
の
高

校
へ
通
学
し
て
い
る
高
校
生
▼
内
容

／
幼
稚
園
・
保
育
園
・
福
祉
施
設
の
訪

問
�
募
金
活
動
�
学
童
保
育
所
と
の
交

流
�
使
用
済
み
切
手
の
回
収
�
市
中
央

公
民
館
事
業
へ
の
協
力
な
ど
▼
費
用
／

無
料
▼
申
し
込
み
／
随
時
�
総
合
文
化

セ
ン
タ
�
内
�
市
社
会
教
育
課
社
会
教

育
係
へ 

☎
２
４
‐
２
９
９
３

酒
田
緑
の
少
年
団
団
員

　
緑
の
少
年
団
は
、
み
ど
り
と
触
れ
合

い
、
親
し
み
な
が
ら
緑
を
大
切
に
す
る

心
を
育
て
る
団
体
で
す
。

活
動
日
時
／
年
数
回︵
主
に
土
曜
・
日

曜
日
︶▼
対
象
／
小
学
４
年
�
６
年
生

▼
内
容
／
森
林
教
室
�
野
外
活
動
�
宿

泊
体
験
な
ど
▼
費
用
／
無
料
▼
申
し
込

み
／
４
月
19

日
㈮
ま
で
�
市
農
林
水

産
課
水
産
林
務
係 

☎
２
６
‐
５
７
５
３
�

ま
た
は
総
合
文
化
セ
ン
タ
�
内
�
市
社

会
教
育
課
社
会
教
育
係
へ 

☎
２
４
‐
２

９
９
３

手
話
教
室
受
講
生

【
初
級
手
話
教
室
】期
日
／
５
月
13
日
�

12
月
２
日
の
月
曜
日︵
全
21
回
︶▼
対
象

／
手
話
に
関
心
の
あ
る
方︵
未
経
験
者

優
先
︶▼
費
用
／
１
千
２
０
０
円︵
テ
キ

ス
ト
代
︶

【
中
級
手
話
教
室
】期
日
／
５
月
14

日
�

12

月
３
日
の
火
曜
日︵
全
25

回
︶▼
対
象

／
平
成
24

年
度
ま
で
に
市
初
級
手
話
教

室
を
修
了
し
た
方
�ま
た
は
同
等
の
手
話

能
力
の
あ
る
方
▼
費
用
／
１
千
４
７
０

円︵
テ
キ
ス
ト
代
︶

親子ふれあいサロンへどうぞ【4月の予定】

—親子ふれあいサロン ☎26‐5613

日本語日曜グループ学習参加者募集

日時／4月21日～6月30日の日曜日（4月28日、5月5日、
6月2日、23日を除く）午前10時～正午（全7回） ▼場所／

交流ひろば ▼対象／本市在住または勤務先のある外国
出身の方 ▼内容／日本語の会話をグループで学習す
る ▼定員／10人 ▼費用／700円（教材費） ▼申し込み／
4月18日㈭まで電話、ファックス、Ｅメールで日本語学
習支援ボランティア「べにばな会」事務局へ ☎26‐5615、
626‐5617、Ｅメール kokusai@city.sakata.lg.jp

スポーツ吹矢無料体験会参加者募集

日時／4月11日㈭、18日㈭の午後1時30分～3時30分 ▼場
所／若浜学区コミュニティ防災センター ▼対象／どなた
でも ▼内容／腹式呼吸と胸式呼吸を取り入れた健康を目
的としたスポーツ吹矢の体験会 ▼講師／スポーツ吹矢公
認指導員 ▼持ち物／内ズック ▼申し込み／当日会場へ
—スポーツ吹矢庄内支部、高橋 ☎090‐8258‐1713

期　日 時　間 内　容 対象・定員 申し込み

4／8㈪ 10:30～
12:00

「おおきくな～れ」
身長・体重測定

就学前児童と
保護者

当日会場
へ4／10㈬ 10:30～

11:00
「おはなしひろば」
絵本の読み聞かせ

4／16㈫ 10:30～
11:30

「つくってみよう」
こいのぼり作り

4／24㈬ 10:30～
11:30

「あそびのおへや」お花見に行こう！
場所／日和山公園

就学前児童と
保護者10組

4月5日㈮
9：30～
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【
共
通
】時
間
／
午
後
７
時
�
９
時
▼
場

所
／
総
合
文
化
セ
ン
タ
�
▼
定
員
／
各

先
着
30
人
▼
申
し
込
み
／
４
月
８
日
㈪

�
19
日
㈮
に
酒
田
ボ
ラ
ン
テ
�
ア
セ
ン

タ
�
へ 
☎
２
４
‐
２
６
２
６

松
山
ま
つ
り
武
者
行
列「
体
験
武
者
」

　
総
勢
約
１
０
０
人
の
よ
ろ
い
武
者
た

ち
が
松
嶺
地
区
を
練
り
歩
く
武
者
行
列

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
／
５
月
１
日
㈬
午
前
10
時
�
午
後

４
時
▼
集
合
場
所
／
松
山
体
育
館
▼
定

員
／
先
着
10
人
▼
申
し
込
み
／
４
月
５

日
㈮
�
松
山
総
合
支
所
建
設
産
業
課
内
�

︵
一
社
︶酒
田
観
光
物
産
協
会
松
山
支
部

へ 

☎
６
２
‐
２
６
１
１

ひ
ら
た
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー

シ
ア
タ
ー
Ｏ
Ｚ
機
器
操
作
講
習
会
受
講
者

日
時
／
４
月
22
日
㈪
�
24
日
㈬
の
午
後

７
時
�
９
時
▼
場
所
／
ひ
ら
た
タ
ウ
ン

セ
ン
タ
�
▼
対
象
／
シ
ア
タ
�
Ｏ
Ｚ
の

音
響
照
明
機
器
を
今
後
利
用
す
る
予
定

で
�
こ
れ
ま
で
講
習
を
受
け
た
こ
と
が

な
く
３
日
間
全
て
受
講
で
き
る
方
▼
定

員
／
先
着
20
人
▼
費
用
／
無
料
▼
申
し

込
み
／
４
月
15
日
㈪
�
19
日
㈮
に
平
田

総
合
支
所
市
民
福
祉
課
へ 

☎
５
２
‐
３

９
１
１

　
　

催

し

希
望
ホ
ー
ル
開
館
10
年
目
記
念
・
自
主
事
業

航
空
自
衛
隊
北
部
航
空
音
楽
隊

地
域
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
３

日
時
／
５
月
15

日
㈬
午
後
７
時
開
演

︵
午
後
６
時
15

分

開
場
︶▼
場
所
／

希
望
ホ
�
ル
▼
料

金
／
無
料︵
全
席

自
由
�
入
場
整
理

券
が
必
要
︶▼
整

理
券
配
布
／
４
月

13
日
㈯
午
前
９
時

30
分
�
希
望
ホ
�

ル
で
配
布︵
一
人

２
枚
ま
で
�
予
定

枚
数
に
達
し
次
第
終
了
︶

◆
就
学
前
児
童
の
入
場
不
可
�
託
児
一

人
５
０
０
円
︶を
希
望
す
る
方
は
５
月

８
日
㈬
ま
で
希
望
ホ
�
ル
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
�

—
希
望
ホ
�
ル 

☎
２
６
‐
５
４
５
０

道路・河川・公園などの美化活動に参加しませんか
　市内の道路・河川・公園などの美化活動に協力いただける団体などを

募集しています。活動には以下の支援制度があります。自分たちのまち

をよりきれいで快適にするため、皆さまからのご協力をお願いします。

事業名 対　象 支援内容 問い合わせ

マイロードサポ
ート事業

県が管理する道路の
清掃、除草（人力）、草
刈り（機械）、樹木剪

せん

定
てい

、機械歩道除雪など
のうち、1項目以上を
行う団体

活動内容に応じた負
担金を交付（応募期限
／4月末日の予定）

市土木課調整係
☎26‐5467河川除草事業

県が管理する河川の
河川堤防のり面の草
刈りを行う団体

草刈り面積に応じた
委託料を交付（応募期
限／4月末日の予定）

ふるさとの川
アダプト事業

県が管理する河川や
海岸区域の清掃、除
草、花の植栽などの活
動で、活動延長200㍍
以上実施する団体

活動内容に応じた助
成金を交付（応募期限
／4月末日の予定）

酒田市緑化・美
化ボランティア
支援制度

市内の道路、公園、河
川などの公共的区域
の清掃、草刈り、除草、
花の植栽などを行う
団体または個人

活動に必要な用具な
どの提供、ごみ収集、
花の種の支給、ボラン
ティア保険加入など
（随時受け付け）

【登録】市まちづくり推進
課地域づくり係 ☎26‐
5725

【保険、資材】市都市計画
課公園緑地係 ☎26‐5745

【ごみ収集】市環境衛生
課 ☎31‐0933

庄内クラフトフェア
I
イ ン

N松ヶ岡＆松ヶ岡桜まつり

鶴岡市

日時／4月20日㈯～21日㈰の午前10時～

午後4時 ▼場所／松ヶ岡開墾場 ▼内容

／ガラス・木工などの作品展示販売、羽

黒高校合唱部・チアリーディング部パ

フォーマンス、鶴岡シルク織物による

ウェディングドレス展示など

◆鶴岡市羽黒庁舎～会場間シャトルバ

スが出ます（始発は午前9時45分発）。

—同実行委員会事務局 ☎0235‐62‐2888

しらい自然館おもしろ自然塾
笹巻き体験教室

遊佐町

日時／4月14日㈰、17日㈬の午前10時～

午後1時 ▼場所／四季の森しらい自然館

▼対象／一般 ▼定員／各回20人 ▼費用

／1,600円 ▼持ち物／エプロン、タオル

など ▼申し込み／実施日の1週間前まで

しらい自然館へ ☎72‐2069 

◆自分で巻いた笹巻きは持ち帰りでき

ます。

楯山公園桜まつり

庄内町

日時／4月20日㈯～21日㈰の午前11時～

午後4時 ▼場所／楯山公園 ▼内容／ニ

シン・庄内豚あぶり、売店、庄内グラウン

ドゴルフ大会（20日）、庄内カラオケ大会

（21日）ほか ▼前売り券／1,000円（ニシ

ン・庄内豚あぶり、飲み物、抽選券、買い

物券200円付き）

—庄内町観光協会 ☎42‐2922

庄内広域広報
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花
の
城
下
町「
ま
つ
や
ま
」探
訪

　
県
内
唯
一
の
城
郭
建
築
で
あ
る
松
山

城
大
手
門
の
一
般
開
放
や
、
松
山
観
光

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
の
案
内
に
よ

る
城
下
町
歩
き
な

ど
、
古
き
良
き
歴

史
に
触
れ
な
が
ら
、

桜
を
眺
め
て
み
ま

せ
ん
か
。

日
時
／
４
月
20
日
㈯
�
21
日
㈰
の
午
前

10
時
�
午
後
３
時
▼
場
所
／
松
山
歴
史

公
園
▼
内
容
／
①
松
山
城
大
手
門
２

階
か
ら
の
桜
の
鑑
賞 

②
よ
ろ
い
の
着

付
け
体
験 

③
茶
室﹁
翠
松
庵
﹂で
の
呈

茶 

④
城
下
町
歩
き﹁
ぶ
ら
り
古
地
図
探

訪
﹂︵
21
日
午
前
10
時
�
正
午
の
み
開
催
�

事
前
申
し
込
み
が
必
要
︶▼
定
員
／
④

の
み
先
着
15
人
▼
費
用
／
①
�
③
無
料
�

④
５
０
０
円
▼
申
し
込
み
／
①
�
③
当

日
会
場
へ
�
④
４
月
５
日
㈮
�
松
山
総

合
支
所
建
設
産
業
課
内
�︵
一
社
︶酒
田

観
光
物
産
協
会
松
山
支
部
へ 

☎
６
２
‐

２
６
１
１

　
　

展

示

☎
３
１
‐
０
０
９
５

酒
田
市
美
術
館

◆
ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
ア
ー
ト
展�
４
月
22

日
㈪
ま
で
�

☎
３
１
‐
０
０
２
８

土
門
�
記
念
館

４
月
８
日
㈪
�
９
日
㈫
休
館

◆
土
門
拳
と
土
門
拳
賞
受
賞
作
品
展

�
４
月
７
日
㈰
ま
で
�

◆
第
19
回
酒
田
市
土
門
拳
文
化
賞
受
賞

作
品
展 

◆
小
林
勝
利「
仁
淀
川
遡
行
」

�
４
月
21
日
㈰
ま
で
�

◆
開
館
30
周
年「
腕
白
小
僧
が
い
た
」 

併
設「
古
寺
巡
礼
」展
ほ
か�
４
月
10

日

㈬
�
６
月
16
日
㈰
� ︵
裏
表
紙
参
照
︶

☎
２
４
‐
６
５
４
４

酒
田
市
立
資
料
館

４
月
４
日
㈭
�
７
日
㈰
は

展
示
替
え
の
た
め
休
館

◆「
雛
人
形
と
フ
ォ
ー
ク
ト
イ
」展�
４

月
３
日
㈬
ま
で
�

◆
市
立
資
料
館
館
蔵
品
展
―
酒
田
の
書

画
・
工
芸
品
―
�
４
月
８
日
㈪
�
６
月

17
日
㈪
�︵
裏
表
紙
参
照
︶☎

６
２
‐
２
６
３
２

松
山
文
化
伝
承
館

月
曜
日
休
館
�

月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
翌
日
休
館

◆
お
雛
様
と
美
人
画
展�
４
月
７
日
㈰

ま
で
�

◆
出
羽
松
山
藩
の
絵
図
展�
４
月
12

日

㈮
�
６
月
16
日
㈰
�

☎
２
２
‐
０
５
５
１

酒
田
市
立
光
丘
文
庫

月
曜
日
・
祝
日
休
館

◆
所
蔵
資
料
展「
平
安
朝
に
み
る
や
ま

と
う
た
の
世
界
と
江
戸
期
の
俳
諧
」�
４

月
５
日
㈮
�
９
月
22
日
㈰
�

☎
２
３
‐
１
９
１
１

さ
か
た
街
な
か
キ
ャ
ン
パ
ス

水
曜
日
休
館

◆
天
空
か
ら
の
贈
り
も
の
―
母
が
歩
い

た
人
形
と
の
出
会
い
―
�
４
月
４
日
㈭

�
15
日
㈪
�

◆
和
紙
ち
ぎ
り
絵
し
ゅ
ん
こ
う
門
崎

サ
ー
ク
ル
第
５
回
合
同
作
品
展�
４
月

18
日
㈭
�
22
日
㈪
�

◆
ブ
ナ
の
声
２
０
１
３ 

斎
藤
政
広
写
真

展「
自
然
と
の
対
話 

虫
た
ち
へ
、
花
た

ち
へ
」�
４
月
25
日
㈭
�
５
月
13
日
㈪
�

☎
５
２
‐
３
９
１
１

ひ
ら
た
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー

◆
畔
上
勝
男
写
真
展
―
ふ
る
さ
と
鳥
海

山
―
�
４
月
１
日
㈪
�
30
日
㈫
�

—
畔
上 

☎
３
３
‐
２
６
９
３

☎
２
２
‐
０
１
４
６

山
王
く
ら
ぶ

◆
湊
町
酒
田
の
傘
福
と
辻
村
寿
三
郎
作

｢

さ
か
た
の
雛
あ
そ
び｣

�
４
月
３
日
㈬

ま
で
�

【
常
設
】人
形
作
家 

辻
村
寿
三
郎
の「
さ

か
た
の
雛
あ
そ
び
」「
舞
妓
」

☎
２
４
‐
４
３
１
１

本
間
美
術
館

◆
江
戸
時
代
の
絵
画�
４
月
７
日
㈰
�

５
月
21
日
㈫
�

◆
鶴
舞
園
・
清
遠
閣
２
０
０
年
記
念 

伝

来
の
美
術
と
歴
史
物
語�
４
月
６
日
㈯

�
６
月
11
日
㈫
�

☎
２
１
‐
２
３
１
０

舞
娘
茶
屋 
雛
蔵
畫
廊 

相
馬
樓

水
曜
日
休
館

◆
酒
田
の
お
ひ
な
さ
ま�
４
月
３
日
㈬

ま
で
�

【
常
設
】竹
久
夢
二
美
術
館
、
新
田
嘉
一

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
現
代
雛

無料登記境界問題相談

日時／4月16日㈫午前9時30分～正午 ▼場所／交流ひろ
ば ▼内容／相続、売買、表示などの登記、会社設立など
の登記、土地境界問題など ▼相談員／司法書士、土地家
屋調査士 ▼申し込み／当日会場へ
—山形県土地家屋調査士会酒田支部、下村 ☎27‐3326

飽海地区労働者福祉協議会 勤労者無料法律相談

日時／4月26日㈮午後3時～7時 ▼場所／東北労働金庫
酒田支店 ▼対象／酒田、飽海地域に在住または勤務先
のある方 ▼定員／先着8人 ▼相談員／東海林正樹弁護
士 ▼申し込み／4月5日㈮～25日㈭に東北労働金庫酒田
支店へ ☎22‐0321

多重債務相談窓口のご案内

　東北財務局山形財務事務所が開設する相談窓口です。
相談専用電話／023‐641‐5201 ▼受け付け／月曜～金曜
日（祝日・年末年始を除く）午前8時30分～午後5時15分

ひらたタウンセンター すまいるの催し

【すまいる名作映画鑑賞会】期日・内容／4月10日㈬・「男
はつらいよ」、24日㈬・「明日の記憶」 ▼時間／午後1時
30分～ ▼費用／無料

【うたごえ喫茶】日時／4月8日㈪午後7時～ ▼費用／400円
—すまいる ☎52‐3130
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☎
２
２
‐
１
２
２
３

酒
田
夢
の
倶
楽
「
華
の
館
」

◆
湊
酒
田 

加
藤
家
の
お
雛
さ
ま�
４
月

３
日
㈬
ま
で
�

◆
酒
田
船
箪
笥
と
古
の
箪
笥
展�
４
月

26
日
㈮
�
５
月
27
日
㈪
�

【
常
設
】栄
華
を
誇
っ
た
本
間
家
の「
亀
笠

鉾
」と
酒
田
の
歴
史
文
化
展︵
入
場
無
料
︶

☎
０
９
０
‐
２
８
４
６
‐
６
８
４
６

酒
田
あ
い
お
い
工
藤
美
術
館

金
曜
�
日
曜
日
開
館

◆
町
屋
の
名
雛
段
飾
り
十
組
と
古
傘
福

�
４
月
７
日
㈰
ま
で︵
期
間
中
無
休
︶�

◆
男
子
晴
の
出
立
ち
―
古
典
武
者
人
形

と
武
具
―
�
４
月
19
日
㈮
�
�

　
　

相

談

無
料
法
律
相
談

日
時
／
①
４
月
12
日
㈮
午
後
１
時
�
４

時 

②
４
月
24

日
㈬
午
後
５
時
�
８
時

▼
相
談
員
／
①
新
井
野
裕
司
弁
護
士 

②
藤
井
正
寿
弁
護
士
▼
申
し
込
み
開
始

期
日
／
①
４
月
３
日
㈬ 

②
４
月
８
日
㈪

【
①
②
共
通
】▼
場
所
／
交
流
ひ
ろ
ば
▼

対
象
／
本
市
在
住
か
勤
務
先
の
あ
る

方
▼
定
員
／
先
着
６
人
▼
内
容
／
法

律
に
関
す
る
相
談︵
本
人
の
こ
と
に
限

る
�
申
し
込
み
時
に
相
談
の
概
要
と
住

所
�
氏
名
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
�
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
︶▼
申
し
込
み
／
申

し
込
み
開
始
期
日
の
午
前
８
時
30
分
�

午
後
５
時
15
分
に
�
電
話
で
市
ま
ち
づ

く
り
推
進
課
市
民
相
談
室
へ 

☎
２
６
‐

５
７
２
６

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

日
時
／
４
月
24
日
㈬
午
後
１
時
30
分
�

３
時
▼
場
所
／
市
民
健
康
セ
ン
タ
�
▼

対
象
／
本
市
在
住
の
方
と
そ
の
家
族
で
�

専
門
医
に
通
院
し
て
い
な
い
方
�
眠
れ

な
い
�
気
分
が
ふ
さ
ぐ
�
人
と
会
い
た

く
な
い
な
ど
で
お
悩
み
の
方
▼
定
員
／

３
人
▼
相
談
員
／
精
神
科
医
師
▼
費
用

／
無
料
▼
申
し
込
み
／
４
月
22
日
㈪
ま

で
�
電
話
で
市
健
康
課
健
康
係
へ 

☎

２
４
‐
５
７
３
３

【こころの相談窓口】
市健康課 ☎24‐5733　　　　　　　　　平田総合支所市民福祉課 ☎52‐3911
八幡総合支所市民福祉課 ☎64‐3113　　庄内保健所地域保健福祉課
松山総合支所市民福祉課 ☎62‐2611　　☎0235‐66‐4931

眠れない…は 心のSOS 一人で悩まず相談を

◎4月の各種相談 ひとりで悩まずにご相談ください。

項　　目 日　　時 場所／お問い合わせ

市民生活相談
月～金曜日／8:30～
17:15（12:00～13:00を
除く）

市役所1階、市民相談室
☎26‐5760

消費生活相談
月～金曜日／8:30～
17:15

市役所1階、市消費生活セン
ター ☎26‐5761

多重債務相談
月～金曜日／8:30～
17:15

市役所1階、市消費生活セン
ター ☎26‐6266

いのちの110番
月～金曜日／8:30～
17:15

市役所1階、市民相談室
☎26‐6236

人権相談

9日㈫、23日㈫／9:30
～12:00

市役所1階、市民相談室
☎26‐5760

10日㈬、22日㈪／9:00
～12:00

ひらたタウンセンター
☎52‐3912

人権相談（人権擁護委
員駐在日）

月・木曜日／9:00～
16:00

山形地方法務局酒田支局
☎25‐2221

行政相談

2日㈫、16日㈫／13:00
～15:00

市役所1階、市民相談室
☎26‐5760

10日㈬、22日㈪／9:00
～12:00

ひらたタウンセンター
☎52‐3912

女性のための相談
月～金曜日／9:00～
16:00

交流ひろば1階
☎26‐5616

交通事故相談
月～金曜日／9:00～
16:00

山形県交通事故相談所庄内
支所（庄内総合支庁内）電話
相談可。無料弁護士相談もあ
ります。☎0235‐66‐5452

教育相談
月～金曜日／9:30～
18:00
土曜日／9:30～16:30

総合文化センター2階、教育
相談室 ☎24‐3650

青少年相談
月～金曜日／9:30～
16:30

中町庁舎4階、市青少年指導
センター ☎24‐2901

心配ごと相談
2日㈫、16日㈫、30日㈫
／9:00～正午

地域福祉センター（新橋二丁
目1‐19）☎23‐5765

高齢者相談

［生活・福祉等］月曜～
金曜日／9:00～17:00
［法律］月曜日、［税金］
偶数月第1水曜日、［認
知症］火曜・金曜日／
13:30～16:00

山形県社会福祉協議会高齢
者総合相談センター ☎023‐
622‐6511

若者の就職・転職・仕事
の悩み相談

月～土曜日／10:00～
18:00

山形県若者就職支援センタ
ー庄内プラザ（産業会館1階） 
70120‐219‐766

内職の相談
月～金曜日／9:00～
16:00

酒田産業会館1階、市商工港
湾課 ☎26‐5757

労働相談（社会保険労
務士駐在日）

金曜日／13:00～
16:30

庄内総合支庁産業経済企画
課 ☎0235‐66‐5491

雇用相談（就職のあっ
せんを除く）

月～金曜日／8:30～
17:00

庄内総合支庁産業経済企画
課 ☎0235‐66‐5499

身体障がい者更生相談
第2・第4水曜日／
13:00～15:00

市身体障害者福祉センター 
☎26‐3715

女性の健康相談
次回5月22日㈬／
15:30～16:30（要予
約）

庄内保健所酒田出張所
（若浜コミセン東隣）
—庄内保健所 ☎0235‐66‐5653

精神保健福祉相談
1日㈪／13:30～15:30
（要予約）
◆次回5月2日㈭

庄内保健所酒田出張所
（若浜コミセン東隣）
—庄内保健所 ☎0235‐66‐4931

ひきこもり相談
23日㈫／13:30～
15:30（要予約）
◆次回5月28日㈫

庄内保健所地域保健福祉課
相談室（庄内総合支庁1階）
—庄内保健所 ☎0235‐66‐4931

エイズ・性器クラミジ
ア感染症、Ｂ型肝炎お
よびC型肝炎個別相
談・検査

［相談］月～金曜日／
8:30～17:15
［検査］毎週火曜日／
9:30～12:00（要予約）

庄内保健所保健企画課健康
相談室（庄内総合支庁2階）
—庄内保健所 ☎0235‐66‐4920

※急病や軽いけがのときにおいでください。※小児科医による診療
は日中のみです。※保険証を忘れずにお持ちください。

7日㈰、14日㈰、21日㈰、28日㈰、29日㈷

診療受付時間／【日中】午前8時30分～11時30分、午後1時～4時30分
　　　　　　　（ただし、午前11時30分～午後1時でも急患は受け付けます）
　　　　　　　【夜間】午後5時30分～8時30分
場所／船場町二丁目1‐31 市民健康センター別館
電話／21‐5225（診療受付時間中のみ）
平日のお問い合わせ／市健康課健康係 ☎24‐5733

酒田市休日診療所  4月の診療日
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●
十
坂
は
団
結
力

　
農
村
地
区
と
新
興
住
宅
地
が
一
体
と

な
っ
た
私
た
ち
の
地
区
で
は
、「
話
・
和
・

輪
で
築
く
ま
ち
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
、
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の

通
り
、
団
結
力
の
強
い
ま

ち
に
な
っ
て
い
る
と
実
感

す
る
の
が
毎
年
開
催
さ
れ

る
運
動
会
と
酒
田
市
民
体

育
祭
で
す
。
熱
心
に
練
習

を
行
う
自
治
会
も
あ
り
、

白
熱
し
た
競
技
と
親
睦
が

深
ま
る
運
動
会
は
一
年
に

一
度
の
楽
し
み
で
す
。
ま

た
酒
田
市
民
体
育
祭
で
は

昨
年
、
６
連
覇
を
成
し
遂

げ
ま
し
た
。
小
さ
な
力
を
結
集
し
て
大

き
な
結
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
た
と
思

い
ま
す
。

●
地
域
の
力
を
大
切
に

　
隣
接
す
る
小
学
校
と
は
年
間
を
通
じ

て
連
携
し
て
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

40
人
程
の
祖
父
母
世
代
が
先
生
に
な
り
、

竹
ト
ン
ボ
作
り
や
縄
な
い
、
昔
遊
び
な

ど
を
行
う
三
世
代
交
流
事
業
は
、
地
域

の
伝
統
を
伝
え
る
事
業
と
し
て
長
く
実

施
し
て
い
ま
す
。
秋
に
行
う
文
化
祭
で

は
小
学
校
の
体
育
館
で
各
世
代
の
発
表

を
行
い
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
す
。

こ
う
し
た
子
ど
も
た
ち
と
の
関
わ
り
は

地
区
全
体
の
活
気
に
つ
な
が
る
大
切
な

事
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
コ
ミ
セ
ン
が
集
落
か
ら
遠
く
、

気
軽
に
足
を
運
べ
な
い
状

況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
介

護
予
防
講
座
な
ど
で
は
福

祉
バ
ス
を
利
用
し
て
参
加

率
を
上
げ
る
工
夫
も
し
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

い
ろ
ん
な
世
代
の
方
か
ら
、

も
っ
と
気
軽
に
コ
ミ
セ
ン

に
足
を
運
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
な
環
境
づ
く
り
も
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。

　
今
後
は
地
区
内
に
あ
る

保
育
園
、
小
中
学
校
、
県

立
産
業
技
術
短
期
大
学
校
、
公
益
文
科

大
学
と
も
連
携
し
な
が
ら
地
域
力
を
高

め
、
今
以
上
に
活
発
に
活
動
で
き
る
コ

ミ
振
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

十坂コミュニティ振興会
会長／長谷川保夫氏
世帯数／1,475世帯 ▼人口／4,325人（2/28住民基
本台帳） ▼小学校区／十坂小学校 ▼中学校区／
第四中学校 ▼電話／31‐3094

｢

各
自
治
会
が
活
発
に
活
動
で
き
る
よ
う

支
え
る
の
も
、
コ
ミ
振
の
大
切
な
役
割
」

と
語
る
長
谷
川
会
長
。
各
自
治
会
の
団
結

が
あ
っ
て
こ
そ
「
団
結
力
の
十
坂
」
の
言

葉
が
あ
る
の
だ
と
実
感
。

35

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

わ
た
し
た
ち
の

◆図書館の本は、インターネットでも検索できます。ホームページのアドレスは、http://library.city.sakata.lg.jp/

新 刊 紹 介図書館

一般図書

あべとしゆき／著
日貿出版社

中高生向け

紅
ル ビ ー

玉は終わりにして始まり

ケルスティン・ギア／著　遠山明子／訳
東京創元社

児童絵本

てんじつき さわるえほん
ノンタン じどうしゃ ぶっぶー

キヨノサチコ／作・絵
偕成社

—中央図書館 ☎24‐2996

　光と影、水と流れ、木と森、空と雲…。ど
こにでもある自然風景を細密に描く。部分拡大
による描法解説やプロセス写真、描法コラムな
どにより、温かみを感じるその作品制作に迫る。
著者は酒田市在住。

　普通の女子高生グウェンドリンは、過去に飛
んでしまった。相棒になったギデオンは気絶し
そうなほどステキなんだけど、グウェンドリンの
ことをばかにしていて…。タイムトラベル・ファン
タジー第1弾。

　ノンタンの赤い自動車、速いぞ、速いぞ! くる
りんくるりん、ジグザグジグザグ走っていたら…
あれあれっ、どこ行くの？ 見えない人も見える
人も楽しめるよう、点字と隆起印刷を施した絵
本。広げると1枚の大判になる仕様。

水彩画 静かな光を求めて
あべとしゆき制作ノート

◆平成22年より3年に渡り、35コミュニティ振興会
を紹介してきました。今回で最終回となります。

▲心熱き十坂の団結力
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素
材
か
ら
最
終
製
品
ま
で
を
一
貫
製
造

　
社
名
の
「
ク
ォ
ー
ツ
」
は
石
英
ガ
ラ
ス

の
こ
と
で
、
当
社
は
昭
和
11
年
の
創
業
以

来
、
こ
の
石
英
ガ
ラ
ス
一
筋
に
歩
ん
で
き

ま
し
た
。
お
客
様
の
要
望
に
合
う
最
適
な

石
英
ガ
ラ
ス
素
材
を
選
択
し
、
先
端
加
工

技
術
に
よ
っ
て
最
終
製
品
ま
で
一
貫
製
造

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
使
用
す
る
石
英
ガ
ラ
ス
は
、
不
純
物
を

含
む
一
般
的
な
ガ
ラ
ス
よ
り
も
高
純
度
で

あ
る
た
め
、
熱
膨
張
率
が
小
さ
く
、
光
の

透
過
性
や
耐
薬
性
、
耐
熱
性
に
優
れ
た
素

材
で
す
。
半
導
体
製
造
装
置
用
の
炉
心
管

や
治
具
、
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
用
基
板
な

ど
、
石
英
ガ
ラ
ス
の
応
用
分
野
は
多
岐
に

わ
た
り
ま
す
。

高
い
技
術
力
で
医
療
分
野
を
支
え
る

　
酒
田
工
場
の
多
彩
な
石
英
ガ
ラ
ス
精
密

加
工
品
の
一
つ
が
、
医
療
用
分
析
装
置
の
セ

ル（
検
体
の
分
析
容
器
）で
、
血
液
検
査
な

ど
に
用
い
ら
れ
ま
す
。
セ
ル
に
入
れ
た
血

液
に
レ
ー
ザ
ー
等
の
光
を
当
て
、
そ
の
散

乱
光
か
ら
成
分
の
数
量
や
分
布
を
測
定
す

る
仕
組
み
の
た
め
、
セ
ル
の
透
過
性
を
高

め
る
光
学
研
磨
工
程
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

高
い
技
術
力
と
精
度
が
必
要
な
製
品
で
す
。

 

「
東
北
か
ら
世
界
へ
、
そ
し
て
未
来
に
向

け
て
進
化
す
る
」
と
い
う
企
業
理
念
の
実

現
を
目
指
し
、
更
な
る
技
術
開
発
と
応
用

分
野
の
拡
大
を
図
っ
て
い
ま
す
。

◆市内企業の優れた技術力や製品を紹介します。

東ソー・クォーツ株式会社
酒田工場

酒田工場（本棟）

今月は

く り

探 訪

24

も の づ

石英精密加工製品
（製品は一辺の長さが数ミリ㍍～数10ミリ㍍です）

石英精密加工品の製造工程

［企業の概要］

沿　　革： 昭和11年創業、昭和49年酒
田工場操業開始、平成13年
現社名に名称変更

商　　号：東ソー・クォーツ株式会社
資　本　金：4億9000万円
◎酒田工場
住　　所：酒田市大浜一丁目4‐85
代　表　者：工場長　鹿野 明彦
従業員数：73人
事業内容：石英ガラス製造および加工

1 2

34

石英ガラス素材の切断
（注文に合わせ素材を選定し、切断します）

研磨
（長年培った研磨技術が酒田工場の
特長です）

接合・組立
（研磨面を貼り合わせる「接合」により、
接着剤を一切使用せず組み立てます）

検査
（純水などで洗浄した後、製品を
厳しく検査して出荷します）

東ソー・クォーツ株式会社
酒田工場  製造部  管理課　

佐藤 友勝さん（右）

土屋 理加さん（左）
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佐
藤
さ
ん
の
表
情
に
、
ふ
る
さ
と
へ
の
思
い

が
垣
間
見
え
ま
す
。

ど
ん
な
顔
に
見
え
る
か
な
？

　
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
話
し
合
い
の
席
上
で

｢

統
合
前
の
学
校
へ
の
愛
着
は
あ
る
が
、
そ

れ
に
と
ら
わ
れ
な
い
新
し
い
校
章
を
作
っ
て

ほ
し
い｣

と
言
葉
を
か
け
て
も
ら
っ
た
こ
と

か
ら
、
佐
藤
さ
ん
は
背
中
を
押
さ
れ
た
思
い

で
校
章
を
作
り
上
げ
た
そ
う
で
す
。

「
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
ど
ん
な
校
章
が
い
い

の
か
を
考
え
ま
し
た
。
顔
の
よ
う
に
も
見
え

る
こ
の
校
章
を
見
た
と
き
に｢

今
日
は
ど
ん
な

顔
に
見
え
る
か
な
？｣

と
自
分
の
気
持
ち
を

確
か
め
ら
れ
る
鏡
の
よ
う
な
も
の
を
作
り
ま

し
た
。
自
分
の
気
持
ち
を
大
切
に
す
る
子
ど

も
は
、
き
っ
と
相
手
の
気
持
ち
も
大
切
に
す

る
だ
ろ
う
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
校
章
を
通
じ

て
仲
良
く
な
っ
て
く
れ
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
」

　
佐
藤
さ
ん
の
思
い
を
受
け
、
統
合
す
る
旧

東
平
田
・
中
平
田
・
北
平
田
小
の
児
童
が
、

校
章
に
口
や
手
足
を
書
き
入
れ
る
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
春
を
告
げ
る
暖
か
い
風
に
吹
か
れ
、
平
田

小
学
校
は
開
校
を
迎
え
ま
す
。

【
平
田
小
学
校
開
校
式
】
日
時
／
４
月
５
日
㈮
午
後
２

時
�
▼
場
所
／
同
校
体
育
館

◆
詳
し
く
は
本
紙
３
月
１
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
�

心
の
原
風
景 

酒
田

「
校
章
は
地
域
の
皆
さ
ん
の
思
い
が
形
と
な

っ
て
表
れ
た
も
の
。
そ
の
お
手
伝
い
が
で
き

て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
」
と
語
る
佐
藤
さ

ん
。
東
京
都
で
画
家
と
し
て
活
動
す
る
傍
ら
、

４
月
に
開
校
す
る
平
田
小
学
校
の
校
章
制
作

に
携
わ
り
ま
し
た
。

　
佐
藤
さ
ん
は
高
校
生
の
時
に
、
恩
師
の
影

響
を
受
け
て
画
家
を
志
し
、
大
学
入
学
と
共

に
上
京
し
ま
し
た
。

「
絵
を
学
ぶ
中
で
、
作
品
に
対
し
て
自
信
が

持
て
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん

な
時
に
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
っ
た
の
は
、
ふ
る

さ
と
酒
田
。
心
の
原
風
景
を
作
品
に
投
影
す

る
こ
と
で
、
納
得
の
い
く
作
品
を
作
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　
多
方
面
で
高
い
評
価
を
受
け
る

佐
藤
さ
ん
の
作
品
の
多
く
に
は
、

ど
こ
か
懐
か
し
い
酒
田
の
風
景
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。

｢

若
い
頃
は
酒
田
に
物
足
り
な
さ

を
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、
子
ど
も

と
一
緒
に
帰
省
す
る
度
に
、
酒
田

が
好
き
に
な
り
ま
す
ね
」
と
語
る

　
こ
れ
か
ら
旬
を
迎
え
る
庄

内
産
の
孟も

う

宗そ
う

筍だ
け

は
、
軟
ら
か
く

歯
触
り
も
良
い
た
め
、
広
く
親

し
ま
れ
る
春
の
味
で
す
。
孟
宗

筍
は
、
昔
か
ら
地
区
の
お
祭
り

や
行
事
、
家
で
の
祝
い
事
と
い

っ
た
晴
れ
の
日
に
よ
く
食
べ

ら
れ
、
炊
き
込
み
ご
飯
だ
け
で

な
く
、
煮
物
や
孟
宗
汁
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
料
理
で
楽
し
ま
れ

て
い
ま
す
。
最
近
で
は
新
鮮
な

も
の
が
多
く
出
回
る
よ
う
に

な
っ
た
た
め
、
食
べ
る
機
会
も

増
え
て
き
た
よ
う
で
す
。

　
手
軽
に
で
き
る
タ
ケ
ノ
コ

ご
飯
の
素
な
ど
も
市
販
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
今
年
は
ぜ
ひ
旬

の
孟
宗
筍
を
使
っ
た
タ
ケ
ノ

コ
ご
飯
を
味
わ
っ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

画
家  

平
田
小
学
校
校
章
製
作
者

今
月
の
人

佐
藤 

真
生 

さ
ん

（
光
ケ
丘
二
丁
目
出
身〈
東
京
都
在
住
〉） 

伝えたい酒田の
昔ながらの酒田の味
酒田市食生活改善推進員が紹介します

タ
ケ
ノ
コ
ご
飯

味
35

お好みで木の芽や青のりなどの風味を足しても、おいしくいただけます。

ワンポイント食生活改善推進員からの

【材料】4人分
精白米‥2合
孟宗筍（下ゆでしたもの）‥150㌘
薄揚げ‥‥1枚 だし昆布‥10センチ㍍
ニンジン‥中4分の1本 酒‥‥‥‥大さじ2

シイタケ‥2枚 しょうゆ‥大さじ2

糸コンニャク‥50㌘ だし汁
【作りかた】
①精白米は、洗ってザルに上げておく。
②ゆでた孟宗筍は、食べやすい大きさの短冊切りにする。
③薄揚げは熱湯に通し油抜きし、ザルに上げ冷ましてから孟宗筍の幅に合
わせて千切りする。ニンジンは皮をむき、千切りにする。シイタケも千切り。
糸コンニャクは一度熱湯にくぐらせ、ザルに上げ冷ましてからざく切りにする。
④炊飯器に①、酒、しょうゆを入れ、目盛（2合）のところまでだし汁を加える。
⑤②、③とだし昆布を入れて、炊飯器のスイッチを入れる。炊きあがったら
だし昆布を取り出して、全体を混ぜ合わせてから盛り付ける。

S
ato M

asao

▲2月21日のワークショップの様子。児童たちは
思い思いに校章に口や手足を書き入れました
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フォトギャラリー ●
冬
期
間
の
積
雪
に
よ
る
使
用
水
量
の
認
定

　
積
雪
の
た
め
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針

が
で
き
な
か
っ
た
場
合
、
以
前
の
使
用

水
量
を
も
と
に
認
定
（
推
定
）
し
、
料

金
を
請
求
し
て
い
ま
す
。
認
定
し
た
場

合
は
「
検
針
の
お
知
ら
せ
」
の
表
面
の

連
絡
事
項
欄
に
表
示
し
て
い
ま
す
。

●
認
定
し
た
料
金
の
精
算

　
使
用
水
量
の
認
定
を
行
っ
た
場
合
は
、

雪
解
け
後
、
水
道
メ
ー
タ
ー
の
指
針
を

確
認
し
て
料
金
を
再
計
算
し
ま
す
。
そ

の
結
果
、
既
に
支
払
っ
た
使
用
料
金
が

多
い
場
合
は
還
付
し
、
少
な
い
場
合
は

次
回
の
請
求
で
精
算
し
ま
す
。

●
日
頃
か
ら
漏
水
に
ご
注
意
を

　
春
先
は
漏
水
の
発
見
が
非
常
に
多
く

な
り
ま
す
。
冬
季
、
水
道
管
の
凍
結
な

ど
に
よ
り
漏
水
が
発
生
し
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
積
雪
で
検
針
で
き
な
い

た
め
に
発
見
さ
れ
ず
、
雪
融
け
後
の
検

針
時
に
発
見
さ
れ
る
た
め
で
す
。

　
普
段
か
ら
水
道
メ
ー
タ
ー
な
ど
水
道

設
備
の
点
検
、
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
水
道
ま
め
知
識
は
今
回
で
終
了
し
ま
す
�

呂
も
格
別
で
す
。
ま
た
朝
か
ら

オ
ー
プ
ン
し
て
い
て
、
目
覚
め

の
ひ
と
風
呂
を
楽
し
め
る
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
。

　
本
市
の
温
泉
施
設
の
魅
力

は
、
温
泉
そ
の
も
の
は
も
ち
ろ

ん
、
自
然
に
恵
ま
れ
た
景
色
に

も
あ
り
ま
す
。「
間
も
な
く
新

緑
の
季
節
。
市
内
に
は
自
然
を

体
感
で
き
る
温
泉
が
あ
り
ま
す
。

ア
イ
ア
イ
ひ
ら
た
も
そ
の
一
つ
。

入
浴
し
な
が
ら
見
る
日
本
海
に

沈
む
夕
日
や
満
天
の
星
空
は
癒

や
さ
れ
ま
す
よ
」
と
、
悠
々
の

杜
温
泉
ア
イ
ア
イ
ひ
ら
た
業
務

課
長
の
阿
部
さ
ん
は
語
り
ま
す
。

　
よ
う
や
く
春
を
迎
え
ま
し
た
。

温
泉
ご
と
に
異
な
る
景
色
や
泉

質
な
ど
を
体
感
し
に
、湯
巡
り
に

出
か
け
る
の
も
お
す
す
め
で
す
。

◆
ワ
ク
ワ
ク
さ
か
た
観
光
通
信
は
今
回

で
終
了
し
ま
す
�

酒
田
の
温
泉

　
旅
と
深
い
つ
な
が
り
が
あ
る

温
泉
。
旅
行
商
品
や
旅
行
雑
誌

で
は
、
一
年
を
通
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
温
泉
企
画
が
取
り
上
げ
ら

れ
て
お
り
、
温
泉
の
魅
力
の
強

さ
と
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
の
高
さ

が
う
か
が
え
ま
す
。

　
本
市
に
は
温
泉
街
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
市
内
各
地
に
散
ら
ば

る
温
泉
施
設
は
、
市
民
に
と
っ

て
の
癒
し
と
憩
い
の
場
に
な
っ

て
お
り
、
疲
労
回
復
や
健
康
増

進
、
気
分
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
な

ど
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
広
い
湯
船
に
漬
か
っ
て
足
を

伸
ば
せ
ば
、
疲
れ
や
緊
張
が
ほ

ぐ
れ
、
身
も
心
も
ゆ
っ
た
り
温

ま
り
ま
す
。
澄
ん
だ
空
気
の
中
、

空
を
仰
ぎ
な
が
ら
入
る
露
天
風

—
市
水
道
局
管
理
課
お
客
さ
ま
係

☎
２
２
︲
１
８
１
１

お
い
し
い
水
を

　
　
届
け
ま
す

雪
解
け
後
の
検
針
と
漏
水
に
つ
い
て

水
道
ま
め
知
識

24

観光通信 酒田の魅力と元気を届けます12

思 い 出 の ま ち 12

ワクワク

さかた

—市観光物産課観光物産係 T26‐5759

▲庄内平野が一望できるアイアイひらた

▲ゆりんこの露天風呂

 昭和38年4月 日吉町一丁目の厳島神

社前での街頭指導の様子。新入児童の

交通事故防止のため、市交通安全推進

協議会によって選ばれた7人の「緑の

おばさん」が、交通指導員などと協力

して指導に当たっていました。現在は

各小学校やコミュニティ振興会などで

組織する「見守り隊」などが、登下校

時の街頭指導を行っています。

緑のおばさん
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取材
ノート
から

▼より親しまれる広報を目指して、次号の広報からは紙面も新しく。新年度を迎え気持ちも新たに。（す） ▼これまで取材先でお世話になった方々に感謝しつ
つ、新たな気持ちで一年のスタートです（む） ▼地域の皆さんの思いが形となった新しい校章。やさしい顔に見守られながら、頑張れ平田っ子（ま） ▼中平田小
閉校式。学び舎や先生、父兄、地域の方々への感謝の言葉に感激。子どもたちの前途に幸多かれ（お）

3/10 ひなまつり琴の演奏会

　酒田雛街道開催中の旧鐙屋で秋麗会と浜田ジュニア筝合奏

団による「ひなまつり琴の演奏会」が開かれました。訪れた

人々は琴と三味線の音に、ひと足早い春を感じていました。

3/22 消防署八幡分署・松山分署竣工式

　新たに建設していた酒田地区広域行政組合の八幡分署・松

山分署が完成し、竣工式が行われました。地域を火災などか

ら守る新たな拠点の完成を祝う式典に、多くの関係者などが

参加しました。

3/24 天まで上がれ

　最上川河川公園（出羽大橋

下流）を会場に市凧
たこ

あげ大会

が行われました。子ども・一

般・団体の3部門に分かれて

競技が行われ、参加者は日

本海から吹く風を巧みに捉え、

凧を上げていました。

3/24 土門拳文化賞
授賞式

　第19回酒田市土門拳文化賞

授賞式が土門拳記念館で行わ

れました。この賞は平成6年

に写真文化・写真芸術振興の

ため創設されたもので、この

日は選考委員や関係者が見守

る中、受賞者に賞状や賞
しょう

牌
はい

な

どが贈られました。受賞作品

は4月21日まで同館に展示さ

れます。

3/20・
23・24 思い出の校舎に別れを告げ

　平成25年度に統合する東平田小・中平田小・北平田小の

閉校式がそれぞれの学校で開催されました。多くの地域

住民や関係者が出席し、学校の歴史や思い出を振り返り

ました。3校が統合した新しい平田小学校の開校式は4月5

日㈮に同校体育館で行われます。
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　第11回北前船寄港地フォーラムi
イン

n庄

内「北前船遺産を日本と世界に発信!!」

が開催されました。D
ド ー ワ

OWAホールデ

ィングス㈱相談役 吉川廣和氏の基調

講演やパネルディスカッションなどが

行われ、参加者は熱心に耳を傾けてい

ました。

3/8
〜9
北前船がもたらした
繁栄を現代に

2/27 チャリティーお茶会

　酒田市茶道会の7流派による春のチャリティーお茶

会が、マリーン5清水屋で開催されました。開会式では、

市の社会福祉事業のためにと事前に販売した券の収益

が寄付されました。

2/28 國領氏遺族へ感謝状贈呈

　日本を代表する洋画家 國
こく

領
りゅう

經
つね

郎
ろう

氏の絵画作品39点

を寄贈していただいた遺族の成田篤彦さんに感謝状を

贈呈しました。作品は酒田市美術館の「寄贈記念 國

領經郎展」（2月6日～3月10日）で紹介されました。今

後は、酒田市美術館の常設展で展示される予定です。

3/2 華麗なる饗演♪

　眺海の森音楽祭「♪アイリッシュハ

ープと歌とブラスの華麗なる饗演♪」

が松山農村環境改善センターで開催さ

れました。アイリッシュハープやピア

ノ、歌やダンスに、ブラスアンサンブ

ルなどの華麗な饗演に、大勢の方が酔

いしれました。

3/9、
11 震災を忘れない

　東日本大震災から2年目を迎える3月11日に合わせ、市内各所で追悼行事が行

われました。9日には市地域福祉センターで追悼の集いが開催され、多くの市民

などが参加、また11日には中町周辺で「2年目のキャンドルナイト」が開催され、

参加した市民などは追悼の気持ちを新たにしていました。

キャンドルづくり

追悼の集い

2年目のキャンドルナイト



　土門拳の代表作の一つ「こどもたち」より、昭和の

生き生きとした子どもの姿をとらえた作品を展示します。

彼らが元気いっぱい飛び回った瞬間を一枚の写真に

収め、その姿は今でも輝いています。今回の展示にあ

たり新たに制作したパネルで、土門が捉えた腕白小僧

たちを迫力ある大画面でご覧いただけます。

　併せて「筑豊のこどもたち」より、炭鉱に生きる子ど

もの姿を展示します。困窮した生活の中でも日々力強

く生きる姿を記録した、心を打つ作品です。

　洋画家 梅原龍三郎から土門へ
宛てた書簡を初公開します。

さかた市章

酒田市政策推進課
〒998‐8540　山形県酒田市本町二丁目2番45号
●TEL.0234‐22‐5111（代表） ●FAX.0234‐26‐3688
●E-mail koho@city.sakata.lg.jp
●酒田市ホームページURL
http://www.city.sakata.lg.jp/

本紙に関するご意見、ご要望をお寄せください。

八幡総合支所
〒999‐8292  酒田市観音寺字寺ノ下41番地
TEL.0234‐64‐3111（代表）  FAX.0234‐64‐3110

松山総合支所
〒999‐6861  酒田市字山田27番地の4
TEL.0234‐62‐2611（代表）  FAX.0234‐62‐2618

平田総合支所
〒999‐6711  酒田市飛鳥字契約場30番地
TEL.0234‐52‐3111（代表）  FAX.0234‐52‐3116

私の街

【平成25年】 2013.4.1 No.179酒田市広報

発行：酒田市［代表／本間正巳］

［市の木］
ケヤキ

［市の鳥］
イヌワシ

［市の花］
トビシマカンゾウ

［平成25年2月28日現在］（　）内は対前月増減数
◆住民基本台帳制度の改正により外国人住民も含んだ数値です。

男　52,329人（-36）　　女　58,207人（-17）
【酒田市の人口】110,536人　世帯数 41,740（-43）

90No.

あべ ちさきちゃん宮野浦
保育園 「おんがくのひろば、ぴあにーがんばったよ」

酒田市立資料館　第181回企画展

土門拳記念館
開館30周年 腕白小僧がいた

会　期／4月8日㈪〜6月17日㈪　会期中無休

時　間／午前9時～午後4時30分

入館料／大人100円、学生50円（小中学生は土曜・日
曜日無料）

◆5月5日㈷、19日㈰、20日㈪、21日㈫は入館料無料。
◆希望者には展示内容を解説しています。

　昭和53年の設立から35年がたつ酒田市立資料館には、市民の協力を得て10万点を越える資料が保

存されています。城輪柵出土品、西廻り航路の貿易品、偉人たちが残した書画・工芸品、昔懐かし

い暮らしの道具など、酒田の歴史を物語る資料を展示し、市民の皆さまへ紹介しています。

　今回の企画展では資料館収蔵の資料の中から、市指定文化財「透
すかしぼりとりかごおきもの

彫鶏籠置物」を含む書画、工芸

品、美術品を中心に展示します。普段なかなか展示することができない品も数多くあります。酒田

ゆかりの文人・職人が残した逸品をご覧ください。

—市立資料館 T24‐6544 加藤雪窓「韓信忍耐の図（明治期）」

後藤三惣
「透彫鶏籠置物（江戸後期）」

市指定文化財

お使い小僧（1955）

母のない姉妹（1959）

—土門拳記念館 T31‐0028

市立資料館館蔵品展〜 酒田の書画・工芸品 〜

会　期／4月10日㈬〜6月16日㈰
	 会期中無休
時　間／午前9時～午後5時（入館は午後4時30

分まで）
入館料／一般420円、高校・大学生210円、小

中学生100円（小中学生は土曜・日曜
日無料）

会期／4月22日㈪〜

6月16日㈰

風  

貌

企画展示室Ⅱ
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